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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

米
大
統
領
戦
は
11
月
５
日
の

投
開
票
日
ま
で
２
週
間
を
切
っ

た
。
激
戦
州
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

や
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
も

10
月
中
旬
か
ら
期
日
前
投
票
・

郵
便
投
票
が
始
ま
っ
た
。
民
主

党
候
補
は
、
撤
退
し
た
バ
イ
デ

ン
大
統
領
に
替
わ
っ
た
カ
マ

ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
が
共
和

党
候
補
の
ト
ラ
ン
プ
氏
を
上
回

る
支
持
率
を
出
し
て
い
た
が
10

月
に
入
っ
て
か
ら
は
失
速
し
て

い
る
。

　

政
治
サ
イ
ト
の
リ
ア
ル
ク
リ

ア
ポ
リ
テ
ッ
ク
ス
が
ま
と
め
て

い
る
10
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で

の
13
社
の
全
国
世
論
調
査
の
平

均
で
は
、
ハ
リ
ス
氏
支
持
が

49
・
２
％
で
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持

の
48
・
２
％
を
依
然
と
し
て
１
・

０
％
上
回
っ
て
い
る
、
し
か
し

９
月
30
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で

の
平
均
だ
と
ハ
リ
ス
49
・
３
％
。

ト
ラ
ン
プ
47
・
７
％
で
ハ
リ
ス

氏
が
１
・
８
％
優
勢
だ
っ
た
が
、

そ
の
差
を
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
２
％
以
下
は
誤
差
の

範
囲
と
さ
れ
て
お
り
予
断
は
許

さ
れ
な
い
状
況
だ
。

　

米
大
統
領
戦
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
な
ど
ブ
ル
ー
ス
テ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
民
主
党
候
補
が
ほ
ぼ

勝
つ
州
、
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
レ

ッ
ド
ス
テ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
共

和
党
候
補
が
ほ
ぼ
勝
つ
州
は
ほ

ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
民
主
が
勝

っ
た
り
共
和
が
勝
っ
た
り
す
る

い
わ
ゆ
る
ス
イ
ン
グ
ス
テ
ー
ト

（
激
戦
州
）
が
当
選
の
鍵
を
握

っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
今

回
の
激
戦
州
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
（
19
）、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
（
16
）、ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
16
）、

ア
リ
ゾ
ナ
（
11
）、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
（
10
）、
ミ
シ
ガ
ン

（
15
）、
ネ
バ
ダ
（
６
）
と
さ

れ
る
（
数
字
は
選
挙
人
数
）。

２
０
２
０
年
と
同
じ
結
果
に
な

る
と
仮
定
す
る
と
、
激
戦
州
を

除
く
獲
得
選
挙
人
の
数
は
民
主

２
２
９
人
、
共
和
２
１
６
人
。

残
り
の
激
戦
州
の
計
93
人
の
選

挙
人
を
争
う
形
に
な
り
、
過
半

数
の
２
７
０
を
取
る
に
は
民
主

が
41
人
、
共
和
が
54
人
必
要
と

な
る
。

　

リ
ア
ル
ク
リ
ア
ポ
リ
テ
ッ
ク

ス
が
ま
と
め
た
９
月
下
旬
か
ら

10
月
17
〜
20
日
ま
で
の
各
社
世

論
調
査
の
平
均
で
は
、
激
戦
州

７
州
す
べ
て
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ハ

リ
ス
氏
の
支
持
率
を
上
回
っ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
仮
定
す

る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
地
滑
り
的

勝
利
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。

ハ
リ
ス
氏
は
、
９
月
上
旬
時
点

で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ミ
シ
ガ
ン
、

ネ
バ
ダ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の

４
州
で
ト
ラ
ン
プ
氏
を
上
回
る

支
持
率
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
失
速
は
否
め
な
い
。
ト
ラ
ン

プ
氏
に
勢
い
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
差
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

で
０
・
２
％
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
で
も
０
・
８
％
と
ま
さ
に

僅
差
で
、
誤
差
の
範
囲
に
留
ま

る
。

　

各
社
の
世
論
調
査
を
厳
選
し

て
独
自
の
集
計
と
平
均
を
出
し

て
い
る
政
治
サ
イ
ト
の
フ
ァ
イ

ブ
サ
ー
テ
ィ
ー
エ
イ
ト
に
よ
る

10
月
21
日
時
点
で
の
支
持
率

は
、
全
国
世
論
調
査
で
は
ハ
リ

ス
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
１
・
８

％
上
回
っ
て
い
る
。激
戦
州
は
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
、
ミ
シ
ガ
ン
、
ネ
バ
ダ

は
タ
イ
（
同
率
）、
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ア

リ
ゾ
ナ
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
１
〜

２
％
の
差
で
ハ
リ
ス
氏
を
上
回

っ
て
い
る
。

　

10
月
21
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
「
ハ
リ
ス

陣
営
は
ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
統
領

に
不
適
格
で
危
険
な
人
物
と
し

て
描
く
こ
と
に
大
き
く
転
換
し

た
」
と
報
じ
て
い
る
。
ハ
リ
ス

氏
は
最
近
の
集
会
で
は
ト
ラ
ン

プ
氏
は
「
不
真
面
目
で
残
酷
な

男
」
で
あ
り
、
分
断
を
あ
お
る

発
言
を
し
て
い
る
こ
と
を
激
し

く
非
難
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ

は
、
国
民
が
も
っ
と
も
重
視
す

る
経
済
問
題
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏

優
位
を
覆
す
た
め
に
ト
ラ
ン
プ

氏
へ
の
攻
撃
が
激
し
く
な
っ
て

い
る
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
ハ

リ
ス
陣
営
は
78
歳
に
な
っ
た
ト

ラ
ン
プ
氏
の
健
康
問
題
も
取
り

上
げ
て
い
る
。

　

激
戦
州
で
は
黒
人
票
も
鍵
を

握
る
。
ハ
リ
ス
候
補
は
黒
人
系

だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
が
12
日
に
発
表
し
た
世
論

調
査
に
よ
れ
ば
、
黒
人
の
ハ
リ

ス
氏
へ
の
支
持
率
は
78
％
で
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
15
％
を
大
き
く

引
き
離
し
て
い
る
も
の
の
前
回

の
バ
イ
デ
ン
候
補
が
90
％
の
支

持
に
比
べ
る
と
低
い
。
全
米
黒

人
地
位
向
上
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
の
最
近
の
調
査
で
は
50
歳

未
満
の
黒
人
男
性
の
４
人
に
１

人
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
支
持
し
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
た
め
オ
バ

マ
元
大
統
領
が
黒
人
男
性
に
ハ

リ
ス
に
投
票
す
る
よ
う
呼
び
か

け
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

一
方
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
最
大

の
激
戦
州
と
い
わ
れ
る
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
で
20
日
、
バ
ッ
ク

ス
郡
フ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ル
に
あ
る

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
大
手
の
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
で
エ
プ
ロ
ン
姿
で
従

業
員
体
験
を
し
、
庶
民
派
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。「
ハ

リ
ス
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
働
い

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
は
嘘

だ
」
と
根
拠
な
く
述
べ
た
り
し

た
。
近
く
で
は
ト
ラ
ン
プ
派
数

百
人
と
反
ト
ラ
ン
プ
派
が
互
い

に
非
難
の
応
酬
を
し
て
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
外
交
問
題
に

も
答
え
て
お
り
、
18
日
付
ウ
ォ

ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
紙
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
中

国
が
台
湾
に
侵
攻
す
れ
ば
中
国

製
品
に
か
け
る
関
税
を
１
５
０

〜
２
０
０
％
に
引
き
上
げ
る
」

と
述
べ
た
。
関
税
の
大
幅
引
き

上
げ
を
警
告
す
る
こ
と
だ
け

で
、
侵
攻
を
抑
止
し
、
封
鎖
を

解
除
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

台
湾
封
鎖
時
に
軍
事
力
を
使
う

か
と
の
質
問
に
「
使
う
必
要
は

な
い
だ
ろ
う
。
習
氏
は
私
に
敬

意
を
示
し
て
お
り
、
私
が
変
わ

り
者
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い

る
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
。

トランプ候補 ハリス候補

米
大
統
領
選
挙
ま
で
あ
と
10
日

大
接
戦
で
予
測
困
難

リ
ー
ド
の
ハ
リ
ス
氏
失
速
も
な
お
流
動
的

ト
ラ
ン
プ
対
ハ
リ
ス

両
者
非
難
の
応
酬
激
化

少
し
冷
た
い
空
気
が

ゆ
っ
く
り
流
れ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

朝
陽
が
差
し
込
み

眩
し
い
光
が
紅
葉
を
照
ら
し
出
す

陽
だ
ま
り
が
静
か
に
人
々
を
包
み
こ
ん
で
い
た

（
10
月
19
日
午
前
、
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

静
寂
の
紅
葉

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.umamigallery.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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現
在
男
性
の
み
で
演
じ
ら
れ

て
い
る
歌
舞
伎
は
、
４
０
０
年

前
に
「
出
雲
の
お
く
に
」
と
い

う
一
人
の
女
性
に
よ
っ
て
創
り

出
さ
れ
た
。
エ
ミ
ー
賞
作
品
賞

を
受
賞
し
た
「
将
軍
」
で
大
蓉

院
／
伊
予
の
方
を
演
じ
た
ア

マ
テ
ラ
ス
座
芸
術
監
督
の
ア

コ
（Ako
）
が
作
・
演
出
・
主

演
す
る
二
人
芝
居
「
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ｉ
」
が
11
月
2
日
（
土
）
か
ら

11
月
23
日
（
土
）
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ア
タ
ー
・
ロ

ウ
（
西
42
丁
目
４
１
０
番
地
）

で
開
催
す
る
。
日
本
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
の
俳
優
木
村
靖
司
を
招

き
、
田
中
舘
芙
未
の
太
鼓
と
笛

の
ラ
イ
ブ
演
奏
。
殆
ど
が
日
本

語
で
英
語
の
字
幕
付
き
。
10
月

26
日
ま
で
、
20
％
割
引
の
コ

ー
ド　EBOKUNI　
を
利
用

で
き
る
。
チ
ケ
ッ
ト
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://www.

amaterasuza.org/

ま
で
。

　

ア
コ
（Ako

）　

東
京
出
身
。

宝
塚
歌
劇
団
元
メ
ン
バ
ー
で
藤

間
流
紫
派
の
師
範
名
執
。
エ
ミ

ー
賞
を
受
賞
し
た
「
将
軍
」
で

大
蓉
院
／
伊
予
の
方
と
し
て
出

演
。
２
０
１
８
年
に
劇
団
ア
マ

テ
ラ
ス
座
創
立
。　

　

木
村
靖
司　

東
京
出
身
。
舞

台
、
映
画
、
テ
レ
ビ
俳
優
。

１
９
８
９
年
か
ら
劇
団
ラ
ッ
パ

屋
の
一
員
と
し
て
活
動
。「
ア

グ
リ
」、「
軍
師
官
兵
衛
」、
な

ど
の
作
品
に
出
演
。

　

田
中
舘
芙
未　

音
楽
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
、
ピ
ア
ノ
、
日
本
の

打
楽
器
、
そ
し
て
竹
笛
を
得
意

と
す
る
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
、
ル
ー
ビ
ン
美
術
館
、
東

京
の
ス
ー
パ
ー
・
デ
ラ
ッ
ク
ス

な
ど
の
会
場
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
た
。

ア
マ
テ
ラ
ス
座
５
周
年
公
演

出雲のおくに
歌舞伎作った女性の物語
11月2日からシアター・ロウで

　

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
陶
芸
家 

田
中
佐
次
郎
氏
の
個
展
「
縄
文

か
ら
未
来
へ
」
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
田
中
氏
は
茶
陶
の
名

手
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、「
陶

狂
」
と
自
称
す
る
ほ
ど
陶
芸
に

情
熱
を
注
ぎ
、
こ
れ
ま
で
に

１
０
０
８
回
の
窯
焚
き
を
行
っ

て
き
た
。
約
50
年
前
に
唐
津
焼

の
美
に
魅
せ
ら
れ
、
35
年
前
に

自
ら
築
い
た
登
り
窯
で
、
今
も

な
お
新
た
な
作
品
を
生
み
出
し

続
け
て
い
る
。
田
中
氏
の
日
々

は
、
茶
を
点
て
、
米
を
炊
き
、

ひ
た
す
ら
作
陶
に
没
頭
す
る
と

い
う
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
も
力

強
い
生
活
。
そ
の
姿
か
ら
は
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
情
熱
と

生
命
力
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
田
中
氏

の
最
新
作
を
一
堂
に
展
示
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

17
日
夕
開
催
さ
れ
、
日
米
陶
芸

フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
か
ら
森

和
也
首
席
領
事
が
出
席
し
た
。

　

田
中
氏
は
、
１
９
３
７
年
、

福
岡
県
北
九
州
市
生
ま
れ
。

１
９
６
０
年
よ
り
鎌
倉
円
覚
寺

で
参
禅
を
開
始
。
65
年
に
は
縄

文
・
弥
生
土
器
の
発
掘
調
査
に

携
わ
り
、
手
び
ね
り
や
野
焼
き

を
始
め
る
。
２
０
０
７
年
よ

り
美
術
評
論
家
で
茶
師
の
林

屋
清
三
氏
と
の
交
流
に
よ
り

「
茶
禅
一
味
」
の
作
風
を
確
立
。

１
９
８
０
年
以
降
、
渋
谷
黒
田

陶
苑
や
日
本
橋
三
越
、
福
岡
三

越
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
各
地

で
個
展
を
開
催
し
、
ま
た
、
ソ

ウ
ル
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
海
外
で
も
個
展
を

開
催
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
展
は
８

年
ぶ
り
。
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島
根
県
に
は
近
代
日
本
画
を

中
心
と
し
た
美
術
館
で
、
横
山

大
観
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
日
本

一
と
言
わ
れ
る
５
万
坪
の
庭
園

を
持
つ
足
立
美
術
館
が
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
専
門
誌
で
も

日
本
庭
園
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
連

続
日
本
一
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
足
立
美
術
館
か
ら
徒
歩

30
秒
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、

私
の
親
友
の
旅
館
「
竹
葉
」
で

す
。
そ
の
女
将
は
、
旅
館
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
「
ど
じ
ょ
う

す
く
い
」
を
披
露
し
た
り
い
ろ

ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
彼
女
が
最
近
、
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た
の
が

「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
」。
動
物
性

の
も
の
を
一
切
使
わ
ず
に
植
物

性
の
素
材
だ
け
を
使
っ
た
料
理

で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
結
構

好
評
で
、「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
に
も

対
応
し
て
く
れ
る
旅
館
」
と
い

う
こ
と
で
予
約
も
入
る
そ
う
で

す
。

　
「
こ
ん
な
に
世
界
中
に
ヴ
ィ

ー
ガ
ン
の
人
が
い
る
と
思
わ
な

か
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
彼

女
自
身
も
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
を

学
ん
だ
り
研
究
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
彼
女
は
「
日
本
料
理

は
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
で
し
た
」

と
言
う
。
こ
ん
に
ゃ
く
、豆
腐
、

納
豆
、
ひ
じ
き
、
お
浸
し
、
全

て
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
。そ
し
て
、

大
人
気
な
の
が「
が
ん
も
ど
き
」

ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
出
汁
も

昆
布
な
ど
植
物
性
の
も
の
を
使

っ
て
料
理
し
て
い
る
。

　

私
も
せ
っ
か
く
な
の
で
、
彼

女
の
旅
館
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
メ
ニ

ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り

も
ず
っ
と
美
味
し
い
。
完
全
に

日
本
食
で
し
た
。
そ
し
て
、
か

な
り
の
量
を
食
べ
た
の
に
次
の

日
も
体
が
軽
い
。

　

別
の
仲
間
は
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン

向
け
に
野
菜
寿
司
の
お
店
を
東

京
に
開
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

人
気
ら
し
い
。
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と

日
本
食
、
か
な
り
親
和
性
が
あ

り
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
わ
た

し
も
ハ
マ
り
そ
う
で
す
。
大
谷

由
里
子
：
１
９
６
３
年
、
奈
良

県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活
性
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題

に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー

（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」「
は

じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読

む
本（
中
経
出
版
）」な
ど
多
数
。

日本食の
ヴィーガン料理

陶芸家の田中佐次郎
日本ギャラリーで個展

https://japan-universities.com/event/2024fall.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
http://www.amaterasuza.org/
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 日本クラブからのお知らせ
■秋のミュージックイベント 2024
 「Women in Jazz ～華麗
なるジャズの饗宴～」

 毎秋恒例イベントを
11/4（月）6～ 8:45pm
に日本クラブにて開催。 
前半はビュッフェ・ディ
ナー、 後半は「Women 
in Jazz」と題して、ニューヨークを拠点に活躍
する日本人女性ピアニストたちによるジャズ演奏
をお楽しみいただきます。料金は会員 $160/一般
$200。詳細・お申込みは www.nipponclub.orgの
イベント欄をご覧ください。

■ニューヨーク日本商工会議所（JCCI）・日本クラブ・
Quick USA・Relo Redac・Fair Consulting

 5 社共催セミナー
 「駐在帯同家族の採用って実際どうなの？」
 ～日系企業動向・人財・税務面からの検討～
 ▶日時：11/7（木） 4～ 6pm
 （4～ 5pmセミナー、5～ 6pm 懇親会）
 ” 駐在帯同者の就労 ” が注目を集めています。この
セミナーでは、採用企業、駐在帯同者、駐在元企業
にとってWin-Winとなる制度の動向や参考事例に
ついて、各方面の専門家がわかりやすく解説します。
参加無料（要登録）。お申込みは www.nipponclub.
orgのイベント欄をご覧ください。

■カルチャー講座「発酵薬膳料理レッスン in NY」
 〈一日講座〉
 ▶日時：11/8（金） 

10:30am～ 12:30pm、
受講料 $35＋材料費 $10

 寒くなる時期は東洋医
学では腎臓を温めるこ
とがとても大切です。
薬膳を取り入れた毎日
の腎ケアで、美しく元
気に過ごしましょう。
講師に発酵食料理研家の大竹宗久氏を迎え、この講
座ではスーパーで手に入る食材を使って、簡単に美
味しく毎日取り入れる事ができる腎ケア料理と、簡
単で便利な発酵調味料の使い方をご紹介します。詳
細・お申込みは www.nipponclub.org/culture をご
覧ください。（申込締切日 11/6）

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 　www.nipponclub.org 

　

松
竹
グ
ル
ー
プ
は
、
東
京
の

歌
舞
伎
座
で
11
月
１
日
（
金
）

か
ら
23
日
（
土
）
ま
で
「
よ
う

こ
そ
歌
舞
伎
座
」
特
別
公
演
を

行
う
。
ま
た
京
都
の
南
座
で
も

11
月
2
日
（
土
）
か
ら
10
日

（
日
）
ま
で
、「Journey into 

KABUKI 

〜Appreciation 
and Experience

〜/

歌
舞
伎

へ
の
誘
い
〜
鑑
賞
と
体
験
〜
」

を
開
催
す
る
。
両
公
演
は
「
年

齢
・
国
籍
・
言
語
を
問
わ
ず
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
歌
舞
伎
」

を
テ
ー
マ
に
、
舞
台
鑑
賞
に
加

え
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
一
度
に

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

　

特
に
海
外
か
ら
訪
日
す
る
来

場
客
や
、
初
め
て
歌
舞
伎
を
見

る
人
が
気
軽
に
楽
し
め
る
内
容

で
、
歌
舞
伎
役
者
に
よ
る
歌
舞

伎
の
解
説
や
、
代
表
的
な
歌
舞

伎
演
目
の
上
演
を
英
語
ガ
イ
ド

付
き
で
実
施
す
る
。

　

京
都
南
座
の
館
内
ロ
ビ
ー
に

は
公
演
で
使
用
さ
れ
る
馬
や
舟

な
ど
の
道
具
、
効
果
音
を
奏
で

る
楽
器
、
舞
台
衣
裳
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
手
に
取
っ

て
体
験
で
き
る
ほ
か
、
歌
舞
伎

に
欠
か
せ
な
い
「
附
打
ち
（
つ

け
う
ち
）」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
予
定
。

　

体
験
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
客

席
に
て
実
際
に
「
歌
舞
伎
」
を

鑑
賞
す
る
。
解
説
で
は
数
名
の

客
に
舞
台
上
で
参
加
す
る
企
画

も
予
定
。
英
語
の
逐
次
通
訳

や
、
英
語
の
音
声
ガ
イ
ド
が
用

意
さ
れ
る
の
で
、
国
際
結
婚
で

初
め
て
訪
日
す
る
配
偶
者
や
子

供
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
企

画
だ
。
詳
細
は
上
記
の
リ
ン
ク

か
ら
。

松竹東京歌舞伎座と京都南座で
◆歌舞伎座（東京）11月公演
日本語サイト：https://www.kabuki-bito.jp/theaters/kabukiza/play/881
英語サイト：https://www.kabukiweb.net/theatres/kabukiza/kabukiza_november_2024/
◆南座（京都）11月公演：
日本語サイト：https://www.kabuki-bito.jp/theaters/kyoto/play/917
英語サイト：https://www.kabukiweb.net/theatres/minamiza/minamiza_november_2024/

英
語
解
説
付
き

歌
舞
伎
特
別
公
演

海
外
か
ら
の
来
場
者
も
楽
し
め
る

　

第
89
回 

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
オ

ブ
ア
メ
リ
カ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト(

全
米
版
画

協
会/

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ)

年
次
展
示

会
が
ガ
バ
ナ
ー
ズ
ア
イ
ラ
ン
ド

の
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
10
月
22

日
（
火
）
か
ら
11
月
3
日
（
土
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
審
査
員
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
プ
リ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ジ
ェ

ン
・
ブ
ラ
ト
ビ
ッ
チ
。
今
年

度
展
示
さ
れ
る
版
画
作
品
は

１
５
０
点
に
も
及
ぶ
。 

日
本

人
か
ら
は
平
之
内
美
穂
、
小
野

知
美
、
永
野
み
き
、
松
田
常
葉

が
参
加
す
る
。 

平
之
内
美
穂

は
銅
版
画
、
小
野
知
美
は
石
版

画
、
永
野
み
き
は
モ
ノ
タ
イ
プ

版
画
、
松
田
常
葉
は
木
版
画
を

発
表
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
自
身
の
感
性
や
色

を
よ
り
表
現
し
や
す
い
技
法
を

使
い
世
界
観
を
表
現
し
見
応
え

の
あ
る
展
示
と
な
っ
て
い
る
。 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
10
月
26
日(

土
）
午
後
3
時
か
ら
5
時
。 

詳
細
はwww.sagaprints.

com

ま
で
。

全
米
版
画
協
会
展

日
本
人
４
作
家
出
展

作品左上から時計回りに
松田常葉「The Garden」
小野知美「Rain Lights 1」
永野みき「Beautiful Morning」
平之内美穂「Beyond the Star」

https://www.nipponclub.org/
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://shinbashi72.com/
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.kabuki-bito.jp/theaters/kabukiza/play/881
https://www.kabukiweb.net/theatres/kabukiza/kabukiza_november_2024/
https://www.kabuki-bito.jp/theaters/kyoto/play/917
https://www.kabukiweb.net/theatres/minamiza/minamiza_november_2024/
www.sagaprints.com
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横
浜
市
（
山
中
竹
春
市
長
）

が
実
施
す
る
「
よ
こ
は
ま
子
ど

も
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
本
年
度
の
参
加
者
が
、
体
験

の
成
果
を
18
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
横
浜
市
米
州
事
務
所
（
関

谷
聡
所
長
）
で
行
わ
れ
た
記
者

会
見
で
語
っ
た
。こ
の
事
業
は
、

「
国
際
平
和
の
た
め
に
、
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
日
本
で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
で
、
約
４
万
人
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
横
浜
の

小
学
６
年
生
２
人
、
中
学
3
年

生
2
人
の
計
4
人
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
派
遣
し
、
国
際
連
合
本

部
、Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
国
連
開
発
計
画
、

ユ
ネ
ス
コ
事
務
所
、
国
連
日
本

代
表
部
な
ど
を
訪
問
、
横
浜
市

の
児
童
生
徒
の
代
表
と
し
て
国

際
平
和
に
つ
い
て
学
び
、
平
和

に
対
す
る
思
い
を
直
接
伝
え
る

機
会
を
与
え
る
も
の
。
同
市
で

は
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

か
ら
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
続
け
、

今
年
で
28
回
目
と
な
る
。
横
浜

の
子
ど
も
た
ち
は
、
関
係
機
関

代
表
者
と
の
会
談
を
経
験
、
国

連
国
際
学
校
で
も
２
日
間
に
わ

た
り
授
業
を
体
験
し
た
。
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の
長

期
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス

に
よ
る
戦
争
の
激
化
、
日
本
被

団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

な
ど
め
ま
ぐ
る
し
い
激
動
の
現

代
に
何
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
が
体
験
を
語
っ
た
。

　

会
見
し
た
の
は
、
市
場
小
学

校
け
や
き
分
校
６
年
・
志
村
優

妃
さ
ん
、
大
道
小
学
校
６
年
・

加
藤
夢
丸
さ
ん
、
潮
田
中
学
校

３
年
・
林
睿
騰
（
は
や
し
・
る

い
て
ん
）
さ
ん
、
西
谷
中
学
校

３
年
・
イ
グ
ウ
ェ
・
ケ
イ
ト
友

菜
さ
ん
。

　

志
村
さ
ん
は
自
分
以
外
の

家
族
全
員
に
聴
覚
障
害
が
あ

り
、
小
さ
い
時
に
偏
見
か
ら
差

別
さ
れ
た
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

差
別
の
な
い
世
界
を
目
指
そ
う

と
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
と

い
う
。「
国
連
学
校
で
は
ル
ー

ル
に
縛
ら
れ
ず
自
由
な
雰
囲
気

に
あ
ふ
れ
て
い
て
び
っ
く
り
し

横
浜
か
ら
平
和
の
使
者
４
人

Ｎ
Ｙ
で
国
連
本
部
な
ど
訪
問

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　
こ
こ
最
近
、
当
事
務
所
に
寄

せ
ら
れ
る
質
問
の
中
で
多
い
の

が
ア
メ
リ
カ
の
空
港
で
の
入
国

拒
否
に
関
し
て
で
、
特
に
女
性

の
方
か
ら
の
ご
質
問
が
多
い
で

す
。
今
回
は
こ
の
空
港
で
の
入

国
拒
否
に
関
し
て
事
例
を
挙
げ

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

【
質
問
】
私
（
Ｔ
）
の
友
人
（
Ｍ
）

が
７
月
に
ロ
ス
・
ア
ン
ゼ
ル
ス

の
空
港
で
入
国
拒
否
さ
れ
ま
し

た
。
彼
女
は
、
空
港
の
入
国
審

査
官
に
ア
メ
リ
カ
に
来
た
理
由

会
い
に
き
た
こ
と
を
話
し
ま
し

た
。
審
査
官
が
鞄
か
ら
携
帯
電

話
を
出
す
よ
う
に
指
示
し
て
、

そ
の
携
帯
電
話
を
手
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
何
か
質
問
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
緊
張
の
た
め
何
を

聞
か
れ
た
か
わ
か
ら
ず
、「
観

光
で
き
て
い
る
の
か
？
」
と
聞

か
れ
た
と
思
い
、「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」

と
返
答
し
た
と
こ
ろ
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
と
い
う
言
葉
が
聞
こ

え
、
そ
の
ま
ま
携
帯
電
話
は
没

収
さ
れ
、「
ス
テ
イ
」
と
言
わ

れ
、
さ
ら
に
2
時
間
ほ
ど
待
っ

て
い
る
と
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

い
う
日
本
語
が
聞
こ
え
て
、
通

訳
と
思
わ
れ
る
人
が
部
屋
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、 

通

訳
の
人
か
ら
、
Ｍ
が
今
ま
で
の

ア
メ
リ
カ
で
の
入
国
回
数
が
多

い
こ
と
、
ま
た
審
査
官
が
Ｍ
が

知
ら
せ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

大
学
に
通
っ
て
い
る
友
人
の
名

前
を
大
学
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
学
生
は
い

な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
さ
ら

に
Ｍ
が
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
返
答
し
た

質
問
は
、「
就
労
す
る
つ
も
り

か
？
」
と
い
う
質
問
だ
っ
た
こ

と
、
な
ど
か
ら
就
労
す
る
予
定

な
の
に
観
光
と
偽
証
で
入
国
し

た
と
見
做
さ
れ
、
次
の
日
本
行

き
の
便
で
帰
国
す
る
よ
う
に

と
い
う
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
現
在
多
く
の

日
本
人
の
女
性
が
入
国
拒
否
に

あ
っ
た
と
い
う
話
し
が
ネ
ッ
ト

上
で
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ

る
女
性
の
方
は
ホ
ノ
ル
ル
空
港

で
入
国
拒
否
さ
れ
、
留
置
所
に

入
れ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
も

Youtube 

で
体
験
談
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
12
月
の
中
旬

に
観
光
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行

く
予
定
で
す
。
２
週
間
ほ
ど
滞

在
し
て
日
本
に
帰
国
す
る
予
定

で
す
が
、
無
事
入
国
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

【
返
答
】
ア
メ
リ
カ
の
入
国
審

査
官
は
、
渡
航
者
の
入
国
目
的

な
ど
を
判
断
す
る
裁
量
権
を
ア

メ
リ
カ
の
移
民
局
か
ら
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
女
性

に
限
ら
ず
誰
で
も
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

（
ビ
ザ
な
し
）
で
審
査
官
の
前

に
立
ち
、
観
光
と
答
え
た
に
も

関
わ
ら
ず
就
労
と
看
做
さ
れ
た

場
合
は
、入
国
拒
否
さ
れ
ま
す
。

実
際
、
ア
メ
リ
カ
に
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

で
数
週
間
ま
た
は
１
、２
か
月

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ク
ラ
ブ
働
い
て

日
本
に
戻
る
と
い
う
人
が
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
最
低
賃
金

が
高
い
こ
と
と
日
本
の
円
安
が

背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
Ｔ
さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
入
国
さ
れ
る
の

で
し
た
ら
次
の
よ
う
な
準
備
を

し
て
く
だ
さ
い
。

•

日
本
か
ら
往
復
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
す
る
。
必
ず
短
期
間
で
日

本
に
戻
る
方
法
を
取
る
。

•

滞
在
先
ホ
テ
ル
の
名
前
と
住

所
、
電
話
番
号
を
紙
に
記
載
す

る
。
も
し
友
人
宅
に
泊
ま
る
の

な
ら
ば
、
友
人
の
名
前
と
電
話

番
号
を
記
載
す
る
。

•

そ
の
友
人
が
何
を
し
て
い
る

の
か
も
記
載
す
る
。
会
社
に
勤

め
て
い
る
の
な
ら
ば
会
社
名
と

住
所
、
そ
し
て
会
社
の
電
話
番

号
も
記
載
す
る
。

•

服
装
が
華
美
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ま
た
メ
イ
ク
も
控
え
目

に
す
る
（
ク
ラ
ブ
で
就
労
ま
た

は
公
共
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

す
る
な
ど
と
思
わ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
）

•

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
観
光
場

所
な
ど
も
記
載
す
る
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
も
書
く
。

　

一
度
入
国
拒
否
を
さ
れ
た
場

合
、
10
年
間
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
入
国

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
ア
メ
リ
カ
へ
の
入
国
は
注

意
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

を
観
光
と
告
げ
た
と
こ
ろ
、
別

室
に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま

し
た
。
別
室
で
２
時
間
ほ
ど
待

た
さ
れ
、
Ｍ
は
、
Ｍ
の
友
人
が

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学
に
通

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
友
人
に

日
本
人
女
性
の
ア
メ
リ
カ

入
国
拒
否
に
関
し
て

た
。
一
人
の
発
言
や
行
動
で
世

界
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ

る
と
実
感
し
た
。
将
来
は
高
齢

者
や
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
を

支
え
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
が
起
き
た
と
き
に
父
親
が

ロ
シ
ア
に
い
て
、
知
り
合
い
が

犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
い
て

打
ち
の
め
さ
れ
た
。
戦
争
を
他

人
事
で
は
な
く
自
分
ご
と
と
し

て
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

の
思
い
で
応
募
し
た
。
Ｎ
Ｙ
で

は
車
が
簡
単
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
鳴
ら
す
な
ど
日
本
と
ず
い
ぶ

ん
違
う
と
感
じ
た
が
、
共
通
し

て
大
切
な
こ
と
は
コ
ミ
ニ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
人
と

の
繋
が
り
を
広
め
る
こ
と
だ
と

実
感
し
た
。
人
が
笑
顔
に
な
る

世
界
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
系
の
血
を
ひ
く
イ

グ
ウ
ェ
さ
ん
は
「
小
さ
い
時
に

肌
の
色
が
黒
い
人
が
周
り
に
い

な
く
て
視
線
を
浴
び
て
嫌
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
、
自
分
の
よ

う
に
嫌
な
思
い
す
る
人
が
い
る

の
は
よ
く
な
い
と
思
い
立
候
補

し
た
。
こ
ち
ら
で
の
会
話
や
挨

拶
が
自
然
で
驚
い
た
。
自
分
は

将
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い

の
で
、
平
和
に
関
し
て
の
ア
ー

ト
や
、
た
く
さ
ん
の
方
法
で
表

現
豊
か
に
平
和
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
み

て
多
様
性
を
目
の
当
た
り
に

し
、
自
分
の
夢
に
一
歩
近
づ
け

た
思
い
が
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

林
さ
ん
は
「
国
連
学
校
で
生

徒
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
楽
な
雰

囲
気
で
授
業
を
受
け
て
い
る
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。
自
分
は
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
太
平
洋

戦
争
中
の
沖
縄
で
の
民
間
人
の

集
団
自
決
の
歴
史
を
調
べ
た
。

軍
国
教
育
の
誤
っ
た
知
識
で
自

決
し
た
村
と
ハ
ワ
イ
出
身
で
軍

国
主
義
教
育
を
受
け
て
い
な
い

２
人
の
村
民
が
い
た
村
で
は
、

そ
の
２
人
が
米
兵
と
交
渉
し
て

村
民
を
説
得
し
、
自
決
を
免
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
自
分
は

台
湾
出
身
で
小
さ
い
時
に
人
と

違
う
こ
と
で
仲
間
外
れ
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
沖
縄
の
こ

と
を
学
ん
で
、
違
っ
て
い
る
意

見
は
存
在
し
て
も
い
い
と
思
っ

た
。
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
も
、
動
か
な
い
と
、
行
動
し

な
い
と
何
も
結
果
が
出
な
い
と

い
う
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て

く
れ
た
」
と
語
っ
た
。

　

学
術
・
文
化
面
の
日
米
交
流

や
政
策
研
究
を
牽
引
す
る
存
在

で
あ
る
公
益
財
団
法
人
国
際
文

化
会
館
の
米
国
に
お
け
る
事
業

拡
大
を
記
念
す
る
式
典
が
22

日
、
同
団
体
の
関
係
者
及
び
米

国
各
界
の
有
識
者
を
招
い
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
大
使
公
邸

で
実
施
さ
れ
た
。

　

登
壇
者
は
森
美
樹
夫
在
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
大
使
、
ケ

ン
ト
・
カ
ル
ダ
ー
・
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
教
授
、
同
高

等
国
際
問
題
研
究
大
学
院
（
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｓ
）
付
属
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
東
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
長
、
近
藤
正
晃
ジ
ェ

ー
ム
ス
・
国
際
文
化
会
館
理
事

長
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ー
ン

ズ
・
国
際
文
化
会
館
北
米
担
当

バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ン
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

 　
公
益
財
団
法
人
国
際
文
化

会
館
は
日
本
と
世
界
の
人
々
の

間
の
文
化
交
流
と
知
的
協
力
を

通
じ
て
国
際
相
互
理
解
の
増

進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
、

１
９
５
２
年
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
財
団
を
は
じ
め
と
す
る
内
外

の
諸
団
体
や
個
人
か
ら
の
支
援

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
非
営
利
の

民
間
団
体
。
創
立
70
周
年
を
機

に
「
多
様
な
世
界
と
の
知
的
対

話
、
政
策
研
究
、
文
化
交
流
を

促
進
し
、
自
由
で
、
開
か
れ
た
、

持
続
可
能
未
来
を
つ
く
る
こ
と

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
新
た
な

使
命
の
も
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
を
代
表
す
る
知
の
交
流

の
拠
点
と
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
よ
り
高
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
発

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

事
業
活
動
は
主
に
、
①
国
際
関

係
・
地
域
研
究
・
地
政
学
、
②

社
会
シ
ス
テ
ム
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、③
文
明
論
・

哲
学
、
④
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン

の
４
つ
の
領
域
か
ら
な
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
部
門
と
、
そ
の
事
業
を

支
え
る
国
際
交
流
の
場
と
し
て

の
施
設
の
維
持
運
営
に
あ
た
る

業
務
部
門
か
ら
成
る
。

　

記
者
会
見
し
た
よ
こ
は
ま
子
ど
も
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
の
メ
ン
バ
ー
。
左
か
ら
イ
グ
ウ
ェ
さ
ん
、
志
村
さ
ん
、
加

藤
さ
ん
、
林
さ
ん
（
18
日
、
横
浜
市
米
州
事
務
所
で
）

前
列
左
か
ら
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
氏
、
近
藤
氏
、
森
大
使
、

カ
ル
ダ
ー
氏
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
氏
（
22
日
大
使
公
邸
で
）

https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
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の
は
よ
く
な
い
と
思
い
立
候
補

し
た
。
こ
ち
ら
で
の
会
話
や
挨

拶
が
自
然
で
驚
い
た
。
自
分
は

将
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い

の
で
、
平
和
に
関
し
て
の
ア
ー

ト
や
、
た
く
さ
ん
の
方
法
で
表

現
豊
か
に
平
和
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
み

て
多
様
性
を
目
の
当
た
り
に

し
、
自
分
の
夢
に
一
歩
近
づ
け

た
思
い
が
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

林
さ
ん
は
「
国
連
学
校
で
生

徒
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
楽
な
雰

囲
気
で
授
業
を
受
け
て
い
る
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。
自
分
は
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
太
平
洋

戦
争
中
の
沖
縄
で
の
民
間
人
の

集
団
自
決
の
歴
史
を
調
べ
た
。

軍
国
教
育
の
誤
っ
た
知
識
で
自

決
し
た
村
と
ハ
ワ
イ
出
身
で
軍

国
主
義
教
育
を
受
け
て
い
な
い

２
人
の
村
民
が
い
た
村
で
は
、

そ
の
２
人
が
米
兵
と
交
渉
し
て

村
民
を
説
得
し
、
自
決
を
免
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
自
分
は

台
湾
出
身
で
小
さ
い
時
に
人
と

違
う
こ
と
で
仲
間
外
れ
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
沖
縄
の
こ

と
を
学
ん
で
、
違
っ
て
い
る
意

見
は
存
在
し
て
も
い
い
と
思
っ

た
。
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
も
、
動
か
な
い
と
、
行
動
し

な
い
と
何
も
結
果
が
出
な
い
と

い
う
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て

く
れ
た
」
と
語
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
支
持
の
急
先
鋒
イ

ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
の
個
人
資

産
は
１
９
５
０
億
㌦
。
ア
マ

ゾ
ン
の
ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
は

１
９
４
０
億
㌦
で
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
も

１
７
７
０
億
㌦
で
す
。
世
界
長

者
ト
ッ
プ
は
フ
ラ
ン
ス
の
モ

エ
・
ヘ
ネ
シ
ー
・
ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン
の
会
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア

ル
ノ
ー
で
２
３
３
０
億
㌦
で
す

が
、
つ
ま
り
こ
の
上
位
４
人
ま

で
は
各
々
30
兆
円
前
後
の
資
産

を
持
ち
、
こ
れ
は
ス
イ
ス
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
等
、
世

界
21
〜
26
位
の
国
家
予
算
に
匹

敵
し
ま
す
。
１
千
億
㌦
超
え
大

富
豪
は
14
人
も
い
て
、
な
お
も

急
増
中
で
す
。

　

一
方
で
企
業
の
時
価
総
額
は

上
位
７
社
の
ア
ッ
プ
ル
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
、
グ
ー
グ
ル
、
ア

マ
ゾ
ン
や
メ
タ
な
ど
が
約
１
兆

〜
３
兆
㌦
と
、
国
家
予
算
が

２
兆
ド
ル
に
満
た
な
い
ド
イ
ツ

や
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
な

ど
も
タ
ジ
タ
ジ
の
規
模
。

　

す
る
と
彼
ら
大
富
豪
を
全
能

感
が
支
配
し
て
も
不
思
議
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
家
な
ど
土
地
と

基
本
的
経
済
イ
ン
フ
ラ
さ
え
あ

れ
ば
十
分
。
税
金
取
ら
れ
て
貧

者
に
再
分
配
な
ん
て
い
く
ら
や

っ
て
も
キ
リ
が
な
い
し
、
平
等

だ
、
民
主
主
義
だ
な
ん
て
い
う

政
治
思
想
も
無
用
の
長
物
。
貧

困
、
戦
争
、
気
候
変
動
、
お
ま

け
に
人
工
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
Ａ
Ｉ
の
暴
走
、
核
汚

染
な
ど
、
予
想
さ
れ
る
数
々
の

地
球
規
模
災
害
か
ら
世
界
全
部

を
救
う
こ
と
な
ど
も
う
不
可
能

だ
し
、
こ
こ
を
生
き
延
び
る
に

は
自
分
た
ち
の
緩
い
企
業
都
市

国
家
単
位
の
連
携
で
ベ
ス
ト
を

尽
く
す
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
格
差
拡
大
で
得
ら
れ
る
自
ら

の
カ
ネ
だ
け
が
命
。
こ
ん
な
時

代
に
は
、
民
主
国
家
と
い
う
統

治
形
態
自
体
が
古
臭
く
無
効
な

の
だ
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。

　

だ
か
ら
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
は

ハ
ワ
イ
で
広
大
な
地
下
シ
ェ
ル

タ
ー
兼
備
の
巨
大
施
設
を
建
設

中
。
ト
ラ
ン
プ
の
副
大
統
領
候

補
Ｊ
・
Ｄ
・
バ
ン
ス
に
巨
額
献

金
し
た
ペ
イ
パ
ル
創
始
者
ピ
ー

タ
ー
・
テ
ィ
ー
ル
も
南
太
平
洋

に
同
様
シ
ェ
ル
タ
ー
を
作
ろ
う

と
し
て
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
サ
ム
・
ア
ル
ト
マ
ン
に
「
何

か
あ
っ
た
ら
一
緒
に
逃
げ
よ

う
」
と
声
を
掛
け
た
。
マ
ス
ク

が
火
星
移
住
の
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
開

発
に
余
念
が
な
い
の
も
同
じ
理

由
か
と
疑
い
た
く
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
で
す
。
法
人
や
富
裕

層
へ
の
減
税
で
格
差
拡
大
を
助

長
し
、
平
等
社
会
よ
り
も
自
分

た
ち
の
自
由
を
優
先
し
、
何
を

言
っ
て
も
許
さ
れ
る
社
会
を
目

指
す
ト
ラ
ン
プ
を
彼
ら
が
支
持

す
る
の
は
。

　

他
方
、
大
富
豪
と
は
逆
に
社

会
の
下
位
に
あ
る
白
人
労
働
者

層
も
ト
ラ
ン
プ
を
支
持
す
る
の

は
、
同
じ
く
今
の
米
国
式
民
主

主
義
を
も
う
信
じ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
４
年
前
と
比
べ
て
も

こ
の
イ
ン
フ
レ
で
生
活
は
ど
ん

ど
ん
苦
し
く
な
り
、
街
に
は
ホ

ー
ム
レ
ス
が
溢
れ
マ
リ
フ
ァ
ナ

の
匂
い
が
充
満
し
、
ト
ラ
ン
プ

が
言
う
に
は
無
法
な
移
民
が
職

を
奪
う
は
犯
罪
は
増
や
す
は
お

ま
け
に
ペ
ッ
ト
ま
で
食
っ
て
い

る
。
彼
の
言
で
は
社
会
は
ど
ん

ど
ん
機
能
不
全
で
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
ま
だ
女
や
黒
人
や
移
民

や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
ば
か
り
気
を

配
り
、
社
会
の
主
人
公
だ
っ
た

自
分
た
ち
が
ま
さ
に「
少
数
派
」

に
転
落
し
た
み
た
い
に
置
い
て

け
ぼ
り
│
│
だ
か
ら
、
こ
ん
な

民
主
主
義
な
ど
ク
ソ
喰
ら
え
と

ば
か
り
に
罵
詈
雑
言
の
ト
ラ
ン

プ
に
喝
采
を
送
る
…
…
。

　

ト
ラ
ン
プ
支
持
層
は
経
済
基

盤
の
真
逆
な
こ
の
二
者
で
す

が
、
共
通
す
る
の
は
現
代
社
会

へ
の
不
信
。
つ
ま
り
こ
の
民
主

主
義
へ
の
不
信
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
今
回
の
選
挙
の

カ
ギ
は
彼
ら
鉄
板
の
ト
ラ
ン
プ

支
持
層
で
は
な
く
、
そ
れ
に
票

を
上
乗
せ
す
る
中
間
層
、
ス
イ

ン
グ
・
ボ
ー
タ
ー
た
ち
で
す
。

彼
ら
も
ま
た
「
保
守
」「
リ
ベ

ラ
ル
」「
民
主
主
義
の
危
機
」

な
ど
の
政
治
思
想
は
無
関
係
。

も
っ
ぱ
ら
の
関
心
は
イ
ン
フ
レ

と
生
活
苦
、
雇
用
の
安
定
と
国

境
警
備
、
移
民
対
策
、
そ
し
て

犯
罪
防
止
と
安
全
な
暮
ら
し
。

　

ハ
リ
ス
陣
営
が
ど
ん
な
に
ト

ラ
ン
プ
批
判
を
し
て
も
前
記
二

者
の
ト
ラ
ン
プ
票
が
移
っ
て
く

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後

の
中
間
層
こ
そ
を
惹
き
つ
け
る

べ
き
で
す
が
、
最
終
盤
で
の
反

ト
ラ
ン
プ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
戦
略

が
ど
れ
だ
け
同
層
に
響
く
か
、

投
票
10
日
前
で
も
見
通
せ
な
い

接
戦
で
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

 「
ト
ラ
ン
プ
推
し
」
の
背
景

米国で放射能汚染
　

米
国
で
の
放
射
能
汚
染
を
追

っ
た
記
録
映
画
「
サ
イ
レ
ン
ト

フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
」
の
上
映
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

30
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま

で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
国
連
プ

ラ
ザ
・
チ
ャ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
２

階（
Ｕ
Ｎ
プ
ラ
ザ
７
７
７
番
地
）

で
行
わ
れ
る
。
国
連
総
会
軍
縮

会
議
に
あ
わ
せ
て
、
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
Ｕ
Ｓ
（
本
部
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
）
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

ツ
ナ
ウ
（
本
部
・
東
京
都
）
が

共
同
主
催
。

　

同
映
画
は
今
夏
、
伊
東
英
朗

（
ひ
で
あ
き
）
監
督
が
北
米
大

陸
20
か
所
で
の
上
映
会
に
立
ち

会
い
、
１
９
５
１
年
に
始
ま
っ

た
ネ
バ
ダ
核
実
験
場
周
辺
の
放

射
能
汚
染
や
女
性
た
ち
が
立
ち

上
が
っ
て
被
曝
を
証
明
し
た
経

緯
を
、
監
督
自
ら
の
声
と
と
も

に
紹
介
し
て
各
地
で
好
評
を
博

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の

上
映
会
で
は
約
１
０
０
人
が
集

ま
り
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

　

入
場
無
料
。
事
前
予
約
を

奨
励
。
申
し
込
み
はwww.

eventbrite.com

か

ら

「UNGA79

」
で
検
索
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

fallout22.com

を
参
照
。

記
録
映
画
を
上
映

国
連
プ
ラ
ザ
教
会
で
30
日

　

10
月
12
日
（
土
）
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
Ｎ
Ｊ

日
本
人
会
主
催
の
秋
祭
り
「
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ー
ド
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
バ
ー
ゲ
ン
郡

の
広
大
な
公
園
「
オ
ー
バ
ー
ペ

ッ
ク
・
パ
ー
ク
」
の
ア
ン
フ
ィ

シ
ア
タ
ー
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
、
Ｎ
Ｙ
市
で
年
に

30
回
以
上
も
日
本
の
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る
ジ

ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が
協
力
し
、
会

場
に
は
「
食
の
祭
典
」
の
名
に

恥
じ
な
い
約
30
軒
の
食
の
屋
台

が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
で
気
温
も

上
昇
し
て
気
持
ち
良
い
一
日
と

な
り
、「
Ｎ
Ｙ
市
で
大
人
気
の

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が
Ｎ
Ｊ
州
で

初
開
催
」
と
い
う
話
題
も
あ
っ

て
、
昨
年
の
数
倍
に
も
な
る
州

民
が
来
場
し
、
朝
か
ら
各
屋
台

に
は
長
い
列
が
で
き
て
お
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
食
べ
物
や

飲
み
物
、
ス
イ
ー
ツ
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
立
派
な
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
Ｄ
Ｊ
の
Ｋ
ｏ
ｈ
ｅ
ｉ
が
Ｍ

Ｃ
で
場
を
盛
り
上
げ
次
々
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

た
。
ジ
ャ
ズ
歌
手
篠
原
詩
織
と

Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
歌
手
熊
本
翔
士
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
鼓
舞
（
Ｃ
Ｏ

Ｂ
Ｕ
）
の
太
鼓
演
舞
、
熊
本
翔

士
と
池
田
鈴
奈
に
よ
る
日
米
国

家
斉
唱
の
あ
と
、
Ｎ
Ｊ
日
本
人

会
の
近
藤
三
奈
会
長
が
挨
拶
。

ま
た
同
会
の
地
元
へ
の
貢
献
に

対
し
バ
ー
ゲ
ン
郡
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
、
針
山
バ
レ
エ
の
舞

踏
、
桂
三
輝
（
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
）
の
英
語
落
語
、
加
茂
う
ら

ら
の
日
舞
、
Ｎ
Ｙ
沖
縄
ク
ラ
ブ

の
沖
縄
音
楽
、
サ
ム
ラ
イ
ソ
ー

ド
ソ
ウ
ル
の
殺
陣
な
ど
、
次
々

と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

更
に
、
阿
波
踊
り
Ｎ
Ｙ
連
、
シ

テ
ィ
ポ
ッ
プ
の
リ
ノ
ア
イ
セ
バ

ン
ド
、
よ
さ
こ
い
の
天
手
古
舞

（10tecomai

）
ら
が
観
衆
も

巻
き
込
ん
で
、
大
勢
の
参
加
者

が
一
緒
に
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
着
物
コ
ン
テ
ス
ト
や
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
日
本
行
き
航

空
券
が
当
た
る
ラ
ッ
フ
ル
で
も

盛
り
上
が
っ
た
。

　

フ
ー
ド
屋
台
に
は
イ
ベ
ン
ト

終
了
時
間
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
客

の
列
が
残
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
の
店
が
完
売
し
た
と
い
う
。

近
藤
会
長
は
「
こ
ん
な
に
多
く

の
お
客
さ
ん
が
来
場
し
て
く
れ

て
嬉
し
い
。
出
店
社
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
そ
し

て
祭
り
の
運
営
や
準
備
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
に
心
よ
り
感
謝
を
伝

え
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
Ｎ
Ｊ
在

住
の
日
本
人
と
地
元
の
ア
メ
リ

カ
人
が
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
な

機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
（
写
真
・
久
松
茂
）

ＮＪ日本人会秋祭り
好天にも恵まれ大盛況

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
ー

マ
ン
の
会
は
11
月
14
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
津
山
恵
子
氏
の
講
演

会
「
大
変
貌
す
る
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
〜
２
０
０
８
年
か
ら

の
取
材
戦
記
で
読
む
ア
メ
リ
カ

社
会
の
変
化
〜
」
を
Ｊ
Ａ
Ａ
で

開
催
す
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
再
選
出

馬
断
念
、
ハ
リ
ス
副
大
統
領
の

抜
擢
、
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
候
補

の
暗
殺
未
遂
事
件
と
異
例
づ
く

め
の
２
０
２
４
年
大
統
領
選

挙
。
津
山
氏
は
、
オ
バ
マ
氏
が

登
場
し
た
２
０
０
８
年
か
ら
今

回
で
5
回
目
と
な
る
大
統
領
選

挙
の
取
材
を
続
け
て
き
た
。
こ

の
間
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
と

な
っ
て
政
界
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
な
ど
、
米
国
社
会
を
変

貌
さ
せ
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
影
響
力
が
拡

大
す
る
中
で
、
若
者
や
黒
人
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
保
守
化
が
目

立
つ
な
ど
、
過
去
に
な
い
大
き

な
変
化
も
浮
き
彫
り
に
。
選

挙
翌
週
に
開
催
さ
れ
る
講
演

会
。
入
場
料
25
ド
ル
。
詳
細
は

https://jwb-ny.org/

大
統
領
選
翌
週
に
講
演
会

津
山
恵
子
さ
ん
Ｊ
Ａ
Ａ
で

https://www.hondag.com
https://michaeldunnlaw.com
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英
語
を
学
ぶ
際
、
ア
メ
リ
カ

英
語
と
イ
ギ
リ
ス
英
語
の
ど
ち

ら
も
学
ぶ
必
要
が
あ
る
か
と
い

う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
が
、

実
際
に
は
ど
ち
ら
か
一
方
に
集

中
す
る
だ
け
で
十
分
で
す
。
そ

の
理
由
は
、
両
方
の
英
語
に
は

多
く
の
共
通
点
が
あ
る
一
方

で
、
混
ぜ
て
し
ま
う
と
聞
き
手

を
混
乱
さ
せ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
英
語
と
イ

ギ
リ
ス
英
語
は
文
法
や
語
彙

の
大
部
分
が
共
通
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
単
語
の
綴
り

に
少
し
違
い
が
あ
っ
て
も
、
意

味
や
使
い
方
は
基
本
的
に
同
じ

ア
メ
リ
カ
英
語
と

イ
ギ
リ
ス
英
語

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
集
中
し
て

も
、
も
う
一
方
に
対
応
す
る
力

は
自
然
と
身
に
つ
き
ま
す
。

　

次
に
、
発
音
の
違
い
が
あ
る

た
め
、
混
ぜ
る
こ
と
で
聞
き
手

に
違
和
感
を
与
え
る
可
能
性
が

高
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
英
語
と

イ
ギ
リ
ス
英
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
異
な

40

り
、
た
と
え
ば
「water

」
の

発
音
が
変
わ
る
だ
け
で
、
話
の

流
れ
に
不
自
然
さ
が
生
じ
ま

す
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
発
音
を

習
得
す
る
方
が
、
一
貫
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
両
方
を
同
時
に
学

ぼ
う
と
す
る
と
、
効
率
が
悪
く

な
り
ま
す
。
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
分
散
さ
せ
て
し
ま
う
よ
り

も
、
ま
ず
一
方
を
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
に
集
中
し
た
方
が
実
用

的
で
す
。
実
際
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
も
特
定
の
地
域
の

英
語
に
慣
れ
て
い
る
た
め
、
一

貫
性
を
持
つ
方
が
聞
き
取
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

結
論
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
英

語
か
イ
ギ
リ
ス
英
語
の
ど
ち
ら

か
一
方
に
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と

が
、
学
習
効
率
を
高
め
、
混
乱

を
避
け
る
最
も
効
果
的
な
方
法

で
す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com
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障
害
を
お
持
ち
の
方
が
毎
年

増
え
て
い
ま
す
。
人
口
は
減
っ

て
い
る
の
に
増
え
て
い
ま
す
。

生
産
労
働
人
口
は
減
っ
て
い
る

の
に
高
齢
者
は
激
増
し
て
い
ま

す
。
昔
で
あ
れ
ば
、
障
害
が
あ

っ
た
り
、
痴
呆
で
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
り
す
る
と
、
本
人
も

家
族
も
恥
ず
か
し
く
て
隠
し
た

が
る
傾
向
で
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、今
や
「
受
け
ら
れ
る
公
助
・

共
助
は
受
け
な
い
と
損
」
と
い

う
風
潮
が
強
く
な
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
恥

の
概
念
」
が
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
（
親
）
が
酒
を
飲
ん
で

い
る
か
ら
と
、
タ
ク
シ
ー
代
わ

り
に
子
ど
も
の
発
熱
で
救
急
車

を
呼
ん
だ
り
、
処
方
さ
れ
た
薬

が
良
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

症
状
が
治
ま
っ
て
も
知
り
合
い

に
あ
げ
た
い
か
ら
と
言
っ
て
わ

ざ
わ
ざ
余
分
な
薬
を
も
ら
う
た

め
に
受
診
に
来
た
り
、
さ
み
し

い
か
ら
、
お
腹
が
す
い
た
か
ら

と
救
急
車
を
呼
ん
で
「
入
院
し

た
い
」
と
主
張
し
、
入
院
を
断

る
と
、
精
神
が
お
か
し
く
な
っ

た
か
の
よ
う
に
暴
れ
回
っ
た
り

し
て
入
院
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
を
作
り
出
し
た
り
。
そ
う

い
う
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
も

い
う
べ
き
、
医
療
を
最
も
簡
単

に
自
分
の
思
い
通
り
に
使
い
た

が
る
異
常
者
も
増
え
て
い
る
。

そ
れ
も
障
害
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
人
の
民
度
が
下
が
っ

た
、誇
り
も
薄
れ
て
き
た
の
か
、

福
祉
を
必
要
と
す
る

人
口
が
激
増
し
て
い
る
今

大
人
の
プ
ラ
イ
ド
も
捨
て
て
し

ま
っ
た
の
か
、
と
い
う
ご
意
見

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

反
面
、「
恥
」
や
「
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
」
は
と
て
も
美

し
い
し
、
誇
り
高
き
侍
、
大
和

魂
、
武
士
道
に
も
つ
な
が
る
民

度
の
あ
る
誇
り
高
き
武
士
も
お

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
大
事
に
し

て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
、
し
か
し
、
そ
れ
を

頑
な
に
守
る
が
故
に
、
我
慢
を

超
え
た
自
分
自
身
の
病
状
の
悪

化
や
家
庭
の
崩
壊
も
あ
る
こ
と

を
思
え
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
中
庸
に
存
在
す
る
「
福
祉
の

専
門
家
」
の
判
断
力
、
見
極
め

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
知
り
得
た
知
識
と
経
験
か

ら
、
む
や
み
や
た
ら
に
家
族
や

ご
本
人
に
は
「
こ
う
い
う
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
よ
」「
こ

う
い
う
補
助
金
が
も
ら
え
ま
す

よ
」「
生
活
保
護
を
申
請
し
ま

し
ょ
う
」
と
良
か
れ
と
思
っ
て

勧
め
て
い
る
こ
と
に
罪
悪
感
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

改
め
て
、
相
談
支
援
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
概
論
「
バ
イ
ス
テ

ィ
ッ
ク
の
７
原
則
」
に
立
ち
返

っ
て
読
み
直
し
て
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
あ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
究
極
の
公
正
中

立
。
自
分
を
廃
し
て
、
相
談
者

の
「
一
人
の
個
人
と
し
て
扱
わ

れ
た
い
（
個
別
化
）」「
自
由
に

感
情
表
現
し
た
い
（
意
図
さ
れ

た
感
情
表
現
）」「
共
感
し
て
欲

し
い
（
統
制
さ
れ
た
情
緒
関

与
）」「
価
値
あ
る
人
間
と
し
て

認
め
ら
れ
た
い
（
受
容
）」「
一

方
的
に
非
難
さ
れ
た
く
な
い

（
非
審
判
的
態
度
）」「
自
分
で

選
択
し
決
定
し
た
い
（
自
己
決

定
）」「
秘
密
を
守
り
た
い
（
秘

密
保
持
）」
を
全
く
平
た
い
状

態
で
「
聞
く
」「
聴
く
」「
訊
く
」

だ
け
な
の
で
す
。

　

私
自
身
も
福
祉
の
仕
事
を
し

て
き
て
い
る
の
で
若
干
そ
の
ハ

ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て
概
念
に

つ
い
て
は
麻
痺
し
て
し
ま
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、

年
々
、
相
対
的
で
は
な
く
、
絶

対
数
と
し
て
「
福
祉
を
必
要
と

し
て
い
る
人
口
」
が
全
国
で
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

福
祉
の
専
門
家
の
知
り
得
た
情

報
や
経
験
則
だ
け
で
相
談
相
手

に
利
得
を
与
え
る
こ
と
だ
け
、

自
分
の
善
か
れ
だ
け
で
判
断
し

て
は
い
け
な
い
そ
ん
な
時
代
の

大
波
の
中
に
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
福
祉

の
必
要
を
求
め
て
来
ら
れ
る
方

と
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
い
方

を
公
正
中
立
に
判
断
を
創
造
、

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
右
へ
左
へ

提
案
し
て
い
き
、
よ
り
良
い
社

会
を
作
る
た
め
の
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
サ
ー
フ
ァ
ー
」
と
も

言
え
ま
す
ね
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
は
、

11
月
18
日（
月
）か
ら
20
日（
水
）

ま
で
の
３
日
間
、
日
本
企
業
を

対
象
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
エ
リ
ア

の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
・

投
資
環
境
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

派
遣
す
る
。

 

同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
日
本
企

業
向
け
に
ジ
ェ
ト
ロ
が
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
政
府
お
よ
び
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
経
済
開
発
公

社
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
と
企
画

す
る
も
の
で
、
約
3
日
間
で
同

エ
リ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
投
資
環

境
を
多
角
的
に
理
解
で
き
る
よ

う
日
程
を
組
ん
で
い
る
。
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
の
地
元
企

業
、
研
究
機
関
、
医
療
機
関
、

研
究
開
発
施
設
、
地
元
自
治
体

な
ど
へ
の
訪
問
と
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
予
定
。
現
地
集
合
・
現
地

解
散
型
。
参
加
費
無
料
。
現
地

集
合
場
所
ま
で
の
往
復
移
動
、

飲
食
、宿
泊
は
参
加
者
の
手
配
、

費
用
自
己
負
担
。
定
員
20
名
程

度
（
最
小
催
行
人
数
10
名
）
次

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
日
程
表
な
ど
の

詳
細
を
確
認
の
う
え
、
申
し
込

む
こ
と
。

https://w
w
w
.jetro.

g
o
.jp

/
e
v
e
n
ts
/

scc/71ae6d955042210f.
html問い

合
わ
せ
先
＝
ジ
ェ
ト

ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務

所
（
担
当
・
宮
島
さ
ん
、
中

嶋
さ
ん
、
米
山
さ
ん
）
電
話

２
１
２
・
９
９
７
・
０
４
１
３
、

Ｅ
メ
ー
ルrept4@jetro.go.jp

ニュージャージー州／ニューヨーク市

ビジネス・投資環境調査ミッション
ジェトロが参加者を募集

全
員
参
加
で
経
営
す
る

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る

　

京
セ
ラ
で
は
、
ア
メ
ー
バ
組

織
を
経
営
の
単
位
と
し
て
い
ま

す
。
各
ア
メ
ー
バ
は
自
主
独
立

　

人
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
も

し
社
員
一
人
一
人
が
バ
ラ
バ
ラ

で
経
営
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

は
誰
も
が
自
分
の
意
見
を
言
い
、

経
営
を
考
え
、
そ
れ
に
参
画
す

な
考
え
方
に
従
っ
て
行
動
し
た

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
力
の
方
向

28

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
握
り

の
人
だ
け
で
経
営
が
行
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
全
員
が
参
加
す

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
神
髄

が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
経
営
へ

の
参
加
を
通
じ
て
一
人
一
人
の

自
己
実
現
が
図
ら
れ
、
全
員
の

力
が
一
つ
の
方
向
に
そ
ろ
っ
た

と
き
に
集
団
と
し
て
の
目
標
達

成
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

全
員
参
加
の
精
神
は
、
私
た

ち
が
日
頃
の
ひ
ら
か
れ
た
人
間

関
係
や
仲
間
意
識
、
家
族
意
識

を
つ
ち
か
う
場
と
し
て
、
仕
事

と
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
て
き

た
会
社
行
事
や
コ
ン
パ
な
ど
に

も
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

（
ベ
ク
ト
ル
）
が
そ
ろ
わ
な
け

れ
ば
力
は
分
散
し
て
し
ま
い
、

会
社
全
体
と
し
て
の
力
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
団
体
競

技
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
全
員
が
勝
利
に
向
か
っ
て

心
を
一
つ
に
し
て
い
る
チ
ー
ム

と
、各
人
が
「
個
人
タ
イ
ト
ル
」

と
い
う
目
標
に
し
か
向
い
て
い

な
い
チ
ー
ム
と
で
は
、
力
の
差

は
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
員
の
力
が
同
じ
方
向
に
結

集
し
た
と
き
、
何
倍
も
の
力
と

な
っ
て
驚
く
よ
う
な
成
果
を
生

み
出
し
ま
す
。
１
＋
１
が
５
に

も
10
に
も
な
る
の
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://myriverside.net/home
http://www.seishinjukuny.org
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:rept4@jetro.go.jp
mailto:rept4@jetro.go.jp
mailto:rept4@jetro.go.jp
mailto:rept4@jetro.go.jp
https://www.jetro.go.jp/events/scc/71ae6d955042210f.html
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
・
レ
ベ
ル
（
Ｎ
Ｐ
Ｌ
）

ア
メ
リ
カ
を
１
０
０
と
す
る
と
日
本
は
？
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計
算
方
法

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
は
、
購
買
力
平
価

（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
と
市
場
為
替
レ
ー

ト
の
比
率
で
計
算
さ
れ
る
。

 

Ｐ
Ｐ
Ｐ 

÷ 

米
ド
ル
へ
の
為
替

レ
ー
ト = 

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
は
、
各
国
間
の
一

般
的
な
物
価
水
準
の
違
い
を
測

定
す
る
指
標
で
あ
り
、
基
準
と

し
て
米
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｌ
値
を
使
用

す
る
。
購
買
力
平
価
は
、
各
国

の
通
貨
が
同
じ
購
買
力
を
持
つ

よ
う
調
整
す
る
た
め
の
換
算
レ

ー
ト
で
あ
り
、
物
価
水
準
の
差

を
解
消
す
る
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
の
重
要
性

　

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
は
、
消
費
者
や

政
策
立
案
者
に
と
っ
て
次
の
よ

う
な
重
要
な
洞
察
を
提
供
す

る
。

・
イ
ン
フ
レ
の
監
視
：
中
央
銀

行
や
政
策
立
案
者
は
、
こ
の
指

数
を
使
っ
て
イ
ン
フ
レ
動
向
を

監
視
し
、
金
融
政
策
の
効
果
を

評
価
す
る
。

・
購
買
力
の
分
析
：
価
格
水
準

の
変
化
は
消
費
者
の
購
買
力
に

直
接
影
響
を
与
え
る
た
め
、
政

策
立
案
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
を
使

っ
て
価
格
変
動
が
消
費
者
の
生

活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か

を
把
握
す
る
。

・
経
済
の
健
康
状
態
の
評
価
：

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
の
変
動
は
、
イ
ン

フ
レ
圧
力
や
デ
フ
レ
リ
ス
ク
な

ど
、
経
済
の
全
体
的
な
健
康
状

態
を
示
す
。

・
政
策
の
策
定
：
政
府
や
中
央

銀
行
は
Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
を
元
に
経

済
政
策
を
調
整
す
る
。
た
と
え

ば
、
イ
ン
フ
レ
が
目
標
範
囲
を

超
え
た
場
合
、
中
央
銀
行
は
金

利
を
引
き
上
げ
て
イ
ン
フ
レ
を

抑
制
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
の
限
界
と
課
題

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
・

レ
ベ
ル
（
Ｎ
Ｐ
Ｌ
）
指
数
は
、

国
全
体
の
物
価
水
準
を
測
る
経

済
指
標
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
購
買

力
、
経
済
の
健
康
状
態
を
分
析

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
役
割
を

果
た
す
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
と

は
何
だ
ろ
う
か
？

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
・

レ
ベ
ル
（
Ｎ
Ｐ
Ｌ
）
指
数
と
は

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
は
、
特
定
の
市
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
財
や

サ
ー
ビ
ス
の
価
格
変
動
を
1
年

間
に
わ
た
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
た
め
の
統
計
的
な
指
標
で
あ

る
。
通
常
、
基
準
年
の
価
格
と

比
較
し
て
、
現
在
の
価
格
水
準

を
評
価
す
る
。

日本ふるさと名産品展
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催

11
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
は
有
用
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
一
方
、
次
の
よ
う
な
限

界
や
課
題
も
伴
う
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
構
成
：
市
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
内
容
が
、
個
々

の
消
費
パ
タ
ー
ン
を
正
確
に
反

映
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

・
品
質
の
変
化
：
価
格
変
動
が

イ
ン
フ
レ
だ
け
で
な
く
、
品
質

向
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
あ
る
。

・
代
替
バ
イ
ア
ス
：
価
格
が
上

昇
し
た
場
合
、
消
費
者
が
よ
り

安
価
な
代
替
品
を
選
ぶ
可
能
性

が
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
を
過
大
評

価
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

Ｎ
Ｐ
Ｌ
指
数
は
経
済
を
理
解
す

る
上
で
重
要
な
指
標
で
あ
る

が
、
そ
の
限
界
も
考
慮
し
た
上

で
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
、
日
本
本
社
が
ア
メ
リ
カ

の
報
酬
水
準
を
高
す
ぎ
る
と
判

断
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時

に
単
に
ド
ル
円
の
為
替
換
算
を

し
た
だ
け
で
ア
メ
リ
カ
の
報
酬

レ
ベ
ル
が
高
す
ぎ
る
と
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

プ
ラ
イ
ス
レ
ベ
ル
を
勘
案
し
て

判
断
す
る
な
ど
の
利
用
の
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
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Country Value YOY % 
Change

Australia 91 -4.4
Austria 77.2 5.1
Belgium 76.5 4.6
Brazil 51.8 3.6
Chile 52 6.6
Colombia 31.9 0.9
Denmark 89.4 2.8
Finland 83.4 2.9
France 73.3 3.3
Germany 76.9 5.1
Greece 56.4 5.2
Hungary 48.7 15.6
India 27.1 -6.8
Indonesia 31.3 -4.1
Israel 96.4 -8.5
Italy 65.9 5
Japan 67.4 -6.6
Mexico 54.5 13.3
Netherlands 80.4 5.1
New Zealand 91 -1.2
Saudi Arabia 51.4 9
Singapore 64.9 -0.7
Spain 62.1 1.9
Sweden 80.9 -2.1
Switzerland 106.4 3.5
Turkey 27.8 -9.6
United Kingdom 83.7 4.3
United States 100 0
Data are updated as of March 1, 2024. 
Base reference: U.S. Average = 100
出所：ERI Blog

Master List of Price Level 
Index by Country（抜粋）

　

令
和
６
年
度
日
本
ふ
る
さ
と

名
産
食
品
展
「
日
本
ふ
る
さ
と

名
産
食
品
展 

・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」
が
11
月
８
日
（
金
）

か
ら
10
日
（
日
）
ま
で
一
般
消

費
者
向
け
に
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
で
開
催
さ
れ
る
。

　

出
店
社
は
次
の
通
り
。
▽
岩

手
県
＝
ミ
ナ
ミ
食
品
（
南
部
ゆ

ば
と
め
か
ぶ
の
無
添
加
ス
ー

プ
）、
回
進
堂
（
岩
手
の
伝
統

銘
菓
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
谷
堂

羊
羹
）
▽
兵
庫
県
＝
佃
伸
（
天

然
真
昆
布
で
新
た
な
味
を
創
造

す
る
神
戸
昆
布
ブ
ラ
ン
ド
）
▽

和
歌
山
県
＝
マ
ル
ヤ
マ
食
品　

（
創
業
60
年
の
梅
干
し
の
老
舗
）

▽
佐
賀
県
＝
三
栄
興
産（
麦
茶
）

▽
熊
本
県
＝
玄
氣
堂
（
玄
米
パ

ン
と
玄
米
麺
）
▽
小
山
製
茶　

（
江
戸
時
代
細
川
藩
御
用
茶
か

ら
発
展
し
た
お
茶
）
▽
宮
崎
県

＝　MITSUISHI

（
ゆ
ず
・
柑

橘
）、SAZANKA

（
や
き
い
も
）

▽
鹿
児
島
県
（
薫
の
黒
に
ん
に

く
）。
開
催
時
間
は
８
日
が
正

午
か
ら
午
後
７
時
、
９
日
が
午

前
11
時
か
ら
午
後
８
時
、
10
日

が
正
午
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
10
日
、

傘
下
の
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
が

北
米
で
展
開
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
４
４
４
店
舗
を
閉

店
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
を
拠
点

と
す
る
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
は

１
９
２
７
年
に
創
業
し
、
91
年

に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
が
株
式
の

70
％
を
取
得
し
、
２
０
０
５
年

以
降
は
東
京
都
千
代
田
区
に
本

社
を
置
く
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
子
会

社
と
な
っ
て
い
る
。
収
益
報
告

を
行
っ
た
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
不
採
算
の

北
米
店
の
多
数
閉
店
の
理
由
に

つ
い
て
、
特
に
タ
バ
コ
を
含
む

売
上
下
落
、利
用
者
数
の
減
少
、

イ
ン
フ
レ
を
あ
げ
て
い
る
。
過

去
に
は
同
チ
ェ
ー
ン
の
売
上
１

位
だ
っ
た
タ
バ
コ
の
現
在
の
売

上
は
、
19
年
比
で
26
％
減
少
し

て
い
る
。
同
社
は
声
明
で
「
継

続
す
る
イ
ン
フ
レ
誘
発
、
高
金

利
、
悪
化
す
る
雇
用
環
境
に
も

関
わ
ら
ず
、
高
額
所
得
者
の
消

費
の
お
か
げ
で
米
国
経
済
は
未

だ
堅
固
で
あ
る
。
こ
の
状
況
下

で
、
低
所
得
者
層
の
消
費
に
対

し
て
慎
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
だ
っ
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

現
在
北
米
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ

ン
は
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
で
約

１
万
３
０
０
０
店
舗
を
展
開
し

て
お
り
、
３
％
が
閉
業
の
対
象

と
な
る
。
同
チ
ェ
ー
ン
の
利
用

者
数
は
８
月
の
７
・
３
％
減
を

筆
頭
に
、
今
年
は
６
か
月
連
続

で
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
、

現
在
最
も
売
上
が
高
い
食
品
に

焦
点
を
当
て
「
セ
ブ
ン
ー
イ
レ

ブ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
先
を
見
越

し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
用
を

基
に
し
た
世
界
的
な
成
長
戦
略

を
通
し
て
、
小
売
の
革
新
を
率

い
る
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
小
売

グ
ル
ー
プ
を
目
指
す
」と
い
う
。

同
社
は
今
年
７
月
に
は
、
牛
乳

や
パ
ン
、
卵
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

味
噌
ラ
ー
メ
ン
な
ど
人
気
の
輸

入
食
品
を
米
国
内
で
販
売
す
る

と
伝
え
た
。

セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン

約
４
５
０
店
舗
を
閉
店 ウォルグリーン

1200 店を閉店

　﹁
駐
在
帯
同
家
族
の

採
用
っ
て
実
際
ど
う
な

の
？
﹂
と
題
す
る
セ
ミ
ナ

ー
が
11
月
７
日
︵
木
︶
午

後
４
時
か
ら
６
時
ま
で
、

日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

商
工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
︶、
日
本
ク
ラ
ブ
、
ク

イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
リ
ロ
　

リ
ダ
ッ
ク
、
フ
ェ
ア
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
5
社
共

催
。
人
財
の
多
様
性
が
進

み
、
多
く
の
企
業
が
さ
ま

ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド

を
持
つ
人
財
の
受
け
入
れ

と
組
織
作
り
を
進
め
て
い

る
な
か
で
、﹁
駐
在
帯
同

者
︵
一
般
的
に
は
駐
在
員

の
妻
︶﹂
の
就
労
が
注
目

を
集
め
て
い
る
。
働
け
る

ス
テ
イ
タ
ス
は
あ
る
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
社
で
働

く
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
時

間
が
あ
る
た
め
こ
の
機
会

に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
た
い
な
ど
、
帯
同
者
の

状
況
は
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の

よ
う
な
人
財
を
貴
重
な
労

力
と
し
て
採
用
を
考
え
た

い
企
業
も
増
え
て
い
る
と

い
う
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

採
用
企
業
、
駐
在
帯
同

者
、
駐
在
元
企
業
に
と
っ

てW
in-W

in

と
な
る
制

度
の
動
向
や
参
考
事
例
に

つ
い
て
、
各
方
面
の
専
門

家
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

す
る
。

　
主
な
内
容
は
、
全
米

の
最
新
採
用
市
場
の
動

向
、
駐
在
帯
同
者
の
採
用

を
含
む
多
様
化
す
る
採
用

事
例
、
全
米
日
系
企
業
の

帯
同
者
採
用
に
関
す
る
動

向
、
税
務
面
か
ら
み
る
注

意
事
項
。
参
加
無
料
︵
要

登
録
︶
定
員
50
人
。
申
し

込
み
は
下
記
の
リ
ン
ク
か

ら
。

https://forms.offi  ce.com/pages/responsepage.aspx?id=uNL6OkrN20e9lwqtEjbl3Axw3Yr_27VIqy119k
LAe2lUM1UxRU1HNVQwMFFHVTg2Q0ZBUFI2TkoxSy4u&route=shorturl

駐在帯同家族の採用って
実際どうなの？

日本クラブで 11月 7日に人材セミナー

　
大
手
薬
局
チ
ェ
ー

ン
の
ウ
ォ
ル
グ
リ
ー

ン
は
15
日
、
今
後
３

年
間
で
１
２
０
０
店

舗
を
閉
店
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。

　
シ
カ
ゴ
を
拠
点
に

国
内
８
７
０
０
店
舗

を
展
開
す
る
同
社
は

近
年
、
高
イ
ン
フ
レ

が
原
因
の
売
上
減
、

処
方
箋
の
調
剤
で
医

療
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

や
薬
剤
師
に
支
払
わ

れ
る
払
戻
率
の
低
迷

な
ど
で
、
約
25
％
の

店
舗
が
不
採
算
に
陥

っ
て
い
る
。
今
年
６

月
に
大
幅
な
閉
店
計

画
を
発
表
し
た
同
社

は
、
同
計
画
で
経
費

10
億
ド
ル
を
削
減
を

図
る
と
い
う
。

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://on-timelimo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=uNL6OkrN20e9lwqtEjbl3Axw3Yr_27VIqy119kLAe2lUM1UxRU1HNVQwMFFHVTg2Q0ZBUFI2TkoxSy4u&route=shorturl
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先
月
、
直
感
力
を
生
か
せ
る

立
ち
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
お
試
し
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？ 

今
月
は
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

直
感
を
正
し
く
受
け
取
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

次
は
、
そ
の
通
り
に
行
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
行

動
の
基
本
中
の
基
本
は
、
正
し

く
歩
く
こ
と
で
す
。

　

歩
く
と
い
う
行
為
は
、
皆
さ

ん
の
未
来
に
進
む
姿
勢
と
そ
の

行
動
力
を
表
現
し
ま
す
。
歩
く

と
い
う
行
為
は
、
足
の
裏
で
地

面
を
し
っ
か
り
踏
む
こ
と
が
ポ

ン
プ
の
役
割
を
果
た
し
、
血
流

を
脳
全
域
に
行
き
渡
ら
せ
る
と

い
う
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
理
想
の
未
来
を

築
く
に
は
、
脳
の
健
全
な
機
能

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

直
感
に
従
っ
て
迷
い
な
く
、
最

後
ま
で
前
進
し
続
け
る
た
め
に

も
、
死
ぬ
ま
で
脳
機
能
を
シ
ャ

ー
プ
に
磨
き
続
け
る
こ
と
は
必

然
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、
正

し
い
歩
き
方
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
す
。

　

正
し
く
立
て
る
よ
う
に
な
る

と
体
の
中
心
と
重
心
が
ピ
タ
リ

と
一
つ
に
な
り
ま
す
。す
る
と
、

あ
な
た
の
直
感
が
、
進
む
未
来

の
方
向
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
素
直

に
従
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
磨
い
た
直
感
力
も
、

徐
々
に
ま
た
曇
っ
た
状
態
に
戻

っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
う
し
て

自
分
の
直
感
を
信
じ
な
い
行
為

を
続
け
て
し
ま
い
ま
す
と
、
人

生
が
難
し
く
な
っ
て
い
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

歩
く
と
い
う
行
為
は
、
先

ず
、
立
つ
事
で
築
い
た
バ
ラ
ン

直
感
に
従
っ
て
歩
く

ス
を
崩
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
２
本
脚
を
そ
ろ
え
て
立
っ

た
状
態
か
ら
、
前
方
に
体
を
傾

け
る
と
背
骨
を
回
旋
さ
せ
る
筋

肉
が
自
然
に
作
動
し
て
、
片
方

の
足
が
踏
み
出
し
頭
蓋
骨
の
真

下
に
位
置
し
て
、
そ
の
重
み
を

支
え
る
よ
う
に
運
動
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
足
の
裏
が
、
正
し

く
地
面
を
踏
む
こ
と
が
出
来
れ

ば
、す
で
に
説
明
し
た
よ
う
に
、

足
の
裏
の
筋
肉
が
ポ
ン
プ
の
よ

う
な
役
目
を
果
た
し
、
半
重
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頭
の
天
辺
へ
送

り
出
し
て
く
れ
ま
す
。こ
の
時
、

背
骨
が
ス
ク
ッ
と
自
然
に
伸
び

る
の
を
体
感
で
き
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
自
然
運
動
を
繰
り
返

す
の
が
、
歩
く
と
呼
ば
れ
る
行

動
で
す
。
正
し
く
歩
く
行
動
に

よ
っ
て
、
身
体
の
内
側
は
常
に

開
か
れ
た
状
態
を
保
て
る
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
は
健
全
な
循

環
を
も
レ
ギ
ュ
レ
ー
ト
出
来
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歩

か
な
い
で
い
る
と
、
身
体
内
に

不
純
物
が
溜
ま
り
様
々
な
病
気

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
未
知
の

世
界
に
進
む
の
を
恐
れ
る
人
、

冒
険
よ
り
安
心
、
安
全
を
優
先

す
る
人
、
自
分
の
気
持
ち
よ
り

他
人
の
目
を
気
に
す
る
人
な
ど

は
、
も
し
か
す
る
と
歩
く
と
い

う
行
動
が
少
な
す
ぎ
る
だ
け
の

話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

正
し
く
歩
く
た
め
に
は
、
生
命

力
の
質
と
量
を
健
全
に
保
つ
努

力
も
必
要
で
す
。

　

正
し
く
歩
く
練
習
を
す
る
前

に
、
先
月
の
コ
ラ
ム
で
説
明
し

た
立
ち
方
を
、
先
ず
は
心
掛
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。
正
し
く
立

て
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ほ

ど
努
力
を
し
な
く
て
も
正
し
く

歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
も
の
で
す
。
正
し
く
立
ち
、

正
し
く
歩
き
、
直
観
力
に
従
っ

て
生
き
れ
ば
、
人
生
は
上
向
き

に
な
り
ま
す
。
病
気
は
回
復
に

向
か
い
、
幸
福
感
は
自
然
と
膨

ら
ん
で
い
き
ま
す
。
私
の
姿
勢

研
究
は
、
そ
の
大
昔
に
ユ
ニ
オ

ン
ス
ク
エ
ア
で
見
た
、
後
悔
と

怒
り
に
暗
い
顔
で
行
き
か
う

人
々
の
姿
が
、
人
間
の
自
然
で

あ
る
と
は
、
信
じ
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
事
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
健
全
性
を
図
る
方

法
と
し
て
姿
勢
と
い
う
ツ
ー
ル

を
選
ん
だ
わ
け
で
す
。
正
し
い

姿
勢
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
そ
れ

を
厳
し
く
躾
け
た
祖
母
の
孫
と

し
て
生
ま
れ
た
時
に
始
ま
り
ま

し
た
。
62
年
前
の
こ
と
で
す
。

正
し
い
姿
勢
を
追
及
し
て
い
く

う
ち
に
、
自
分
の
直
感
を
信
じ

る
術
を
身
に
着
け
て
い
っ
た
の

で
す
。こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
、

直
感
を
信
じ
、
そ
れ
に
従
っ
て

生
き
る
こ
と
が
、
益
々
大
切
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
に
も
、
そ
の
術
を
身

に
着
け
、
有
意
義
な
人
生
を
築

い
て
い
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま

す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

高
品
質
の
野
菜
の
種
や
苗
の

育
成
と
卸
し
で
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
誇
る
ト
キ
タ
種

苗
（
本
社
埼
玉
県
・
時
田
巌
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
米
国
で

も
日
本
の
美
味
し
い
野
菜
を
普

及
さ
せ
る
た
め
２
０
１
８
年
よ

り
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｉ 

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

足
。
Ｎ
Ｙ
地
区
で
は
、
デ
ラ
ウ

エ
ア
州
の
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
と
提

携
し
特
別
な
品
種
の
野
菜
を
生

産
、
販
促
に
努
め
て
い
る
。
そ

ん
な
同
社
は
、
更
な
る
販
売
促

進
を
目
指
し
、
14
日
（
月
）
に

１
０
０
名
近
い
Ｎ
Ｙ
の
飲
食
店

関
係
者
や
食
料
品
店
経
営
者
ら

を
招
き
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ａ
ｂ
ｃ

Ｖ
」
で
試
食
会
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
。

　

当
日
は
、
時
田
社
長
と
米
国

法
人
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
マ
イ

ラ
・
マ
ニ
ン
グ
さ
ん
に
よ
る
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
経

過
報
告
や
解
説
の
あ
と
、
ａ
ｂ

ｃ
Ｖ
の
ニ
ー
ル
料
理
長
が
考
案

し
た
、
創
作
料
理
の
数
々
が
振

舞
わ
れ
た
。
野
菜
ド
リ
ン
ク
に

始
ま
り
、フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
、

前
菜
、
ス
ー
プ
、
メ
イ
ン
料
理
、

リ
ゾ
ッ
ト
、
数
種
類
の
デ
ザ
ー

ト
ま
で
、
肉
好
き
の
人
が
食
べ

て
も
美
味
し
い
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

創
作
料
理
の
数
々
に
参
加
者
は

皆
、
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。
ま

た
、
参
加
者
は
、
同
社
が
現
在

力
を
入
れ
て
い
る
生
食
用
キ
ャ

ベ
ツ
を
は
じ
め
、
フ
ロ
ー
レ
ッ

ト
、
長
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
シ

シ
ト
ウ
な
ど
と
、
同
品
種
や
カ

ブ
の
種
を
お
土
産
と
し
て
受
け

取
っ
た
。

　

当
日
参
加
し
て
い
た
日
系
食

料
品
店
の
店
主
は
「
ど
の
料
理

も
全
て
美
味
し
く
、
あ
ら
た
め

て
日
本
の
野
菜
の
魅
力
を
再
発

見
で
き
た
良
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

日本の野菜をNYでPR
トキタ種苗の時田社長

https://minglesoho-ny.com/
http://www.easeny.com/
https://neuroacuny.com/
https://giip-global.com/ja/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.takesushi.us/
NaturalHealingArtists.com
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　今回ご紹介するのは、Brooklyn は Bushwick にある餃子屋さんの Formosa です。
Brooklyn にありそうでなかった餃子専門店がついにオープンということで、餃子
大好きな私は大興奮 ! こちらのお店の特徴は、品よく愛らしいインテリアと美味し
い台湾料理の数々。広々とした店内は席数も多く、つい長居してしまうような居心
地の良さがあります。台湾ゆかりのドリンクに薄皮のおいしい餃子を併せれば、気
持ちはあっという間に台北へ。お値段が手頃なのも嬉しいところです。一緒に行っ
た台湾人の友人も地元で食べるのと同じ味だと絶賛していました。今後も何度も通
うことになりそうです。ということなので善は急げ！

　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京
から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていた
ら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。2023
年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【12】

　

政
治
的
な
発
言
を
き
っ
か
け

に
ネ
ッ
ト
で
炎
上
し
、
テ
レ
ビ

か
ら
消
え
た
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
ウ
ー
マ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」

の
村
本
大
輔
の
3
年
間
を
追
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
ア
イ

ア
ム
・
ア
・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
」

の
映
画
上
映
と
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

が
26
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
カ
フ
ェ
、タ
ク
・
サ
ン
ド
（
グ

リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
街
29
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。
英
語
字
幕
つ

き
。
開
場
は
午
後
５
時
30
分
。

入
場
料
45
ド
ル
。参
加
方
法
は
、

Taku Sando

の
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
か
ら
Ｄ
Ｍ
で
名
前
と
参
加

人
数
を
送
る
。
Ｅ
メ
ー
ル
は

pr@takusando.com 

に
名
前

と
参
加
人
数
を
送
る
。

育
児
や
日
本
語
教
育

情
報
交
換
会
27
日

ピアニスト又賀純一郎
ジャズ部門で受賞

11月 10 日にライブコンサート

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
（
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）
が
主
催
す

る
育
児
に
関
す
る
情
報
交
換
会

が
、
10
月
27
日(

日) 

午
前
11

時
か
ら
午
後
12
時
30
分
ま
で
、

サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
地
区
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
シ
テ
ィ
内
に
あ
る 

Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
オ
フ
ィ
ス(254 

36th St., B-516

）
で
開
催
さ

れ
る
。 

　

対
象
は
妊
婦
も
し
く
は
新
生

児
1
歳
未
満
の
子
供
が
い
る
母

親
と
そ
の
家
族
。
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
で
の

こ
れ
か
ら
の
育
児
や
日
本
語
教

育
に
つ
い
て
安
心
し
て
取
り
組

め
て
、
か
つ
、
仲
間
作
り
が
で

き
る
よ
う
情
報
交
換
を
行
う
。

ゲ
ス
ト
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
産

婦
人
科
、
常
盤
真
琴
医
師
を
招

き
「
愛
に
つ
い
て
語
ろ
う
！
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
す
る
。 

　

参
加
費
は
無
料
。
申
し
込

み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

bjafa.org/papamama02/ 

か
ら
。 

映画上映とトークライブ
26日にグリーンポイントで

村
本
大
輔
の
3
年
間

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
拠
点
の
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
作
編
曲
家

で
あ
る
又
賀
純
一
郎
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
「Escher’s 

Staircase

」
で
２
０
２
４
年
の

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス

ト
・
ジ
ャ
ズ
部
門
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
た
。
独
創
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
高
い
技
術
力
が
評

価
さ
れ
た
。
受
賞
曲
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
さ
れ
今
年
４
月
に
日
米
で

リ
リ
ー
ス
し
た
リ
ー
ダ
ー
作

「Landscape

」
に
収
録
。
８

月
か
ら
ア
ッ
プ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
、YouTube

な
ど
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
で
も
配
信
が
開
始

さ
れ
た
。
11
月
10
日
（
日
）
午

後
６
時
30
分
か
ら
ト
リ
オ
の
ラ

イ
ブ
が
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
ス
ト

リ
ー
ト
・
ス
タ
ジ
オ
（
ロ
リ
マ

ー
通
り
３
７
５
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。
入
場
料
20
ド
ル
。

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
mailto:pr@takusando.com
mailto:pr@takusando.com
mailto:pr@takusando.com
https://bjafa.org/papamama02/
https://bjafa.org/papamama02/
https://bjafa.org/papamama02/
https://bjafa.org/papamama02/
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握
り
寿
司
を
自
宅
で
握
る
！

中
華
茄
子
の
素
揚
げ
大
根
お
ろ
し
煮
浸
し

老
舗
の
江
戸
前
天
丼
と
天
ぷ
ら

【
材
料
】
寿
司
は
ネ
タ
が
命
。

と
、
言
っ
て
も
寿
司
屋
さ
ん
が

仕
入
れ
て
い
る
よ
う
な
特
別
の

も
の
は
手
に
入
ら
な
い
の
で
ス

ー
パ
ー
へ
。
向
か
う
先
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ス
タ
ー
プ
レ

イ
ス
に
あ
る
ウ
ェ
グ
マ
ン
地
下

一
階
の
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｙ
Ａ

（
魚
屋
）」。
毎
週
２
回
、
豊
洲

か
ら
日
本
全
国
の
新
鮮
な
魚
が

月
曜
日
と
木
曜
日
に
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
に
着

き
ま
す
。
翌
朝
、
ウ
ェ
グ
マ
ン

に
配
達
さ
れ
、
職
人
が
午
前
中

に
本
マ
グ
ロ
を
バ
ラ
し
て
大
ト

ロ
や
赤
身
の
柵
を
作
っ
て
、
毎

【
材
料
】
海
老
は
ブ
ラ
ッ
ク
タ

イ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
種
類
を
使

い
ま
す
。
冷
凍
で
は
な
く
、
鮮

度
の
高
い
生
を
購
入
。
ピ
ー
マ

ン
、
椎
茸
、
大
葉
、
し
し
と
う
、

に
ん
じ
ん
、
茄
子
。

天
丼
の
た
れ
＝
水
（
大
さ
じ

３
）、
め
ん
つ
ゆ
（
２
倍
濃
縮
、

大
さ
じ
３
）、
醤
油
（
大
さ
じ

１
）、
砂
糖
（
大
さ
じ
１
）

天
つ
ゆ
＝
め
ん
つ
ゆ
（
好
み
の

濃
さ
で
薄
め
加
熱
）、
大
根
お

ろ
し
、
す
り
生
姜
。

本
紙
編
集
長
の
レ
イ
ア
ウ
ト
深
夜
食
堂

週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
昼
前
に

は
店
頭
に
並
び
ま
す
。
そ
れ
を

ア
メ
リ
カ
人
の
職
人
エ
イ
ド
リ

ア
ン
さ
ん
に
「
刺
身
用
で
は
な

く
、
寿
司
の
握
り
用
に
ス
ラ
イ

ス
し
て
」
と
頼
む
と
「
待
っ
て

ま
し
た
」
と
ば
か
り
包
丁
で
さ

さ
っ
と
無
料
で
切
っ
て
く
れ
ま

す
。「
ち
ょ
っ
と
厚
め
で
ち
ょ

っ
と
長
め
に
」
な
ど
と
い
う
注

文
に
も
応
え
て
く
れ
ま
す
。
大

ト
ロ
の
切
り
身
に
し
て
20
ピ
ー

ス
分
く
ら
い
で
大
体
40
ド
ル
く

ら
い
。
赤
身
は
本
当
に
真
っ
赤

な
本
マ
グ
ロ
が
一
柵
25
ド
ル
く

ら
い
で
買
え
ま
す
。
北
海
道
直

【
作
り
方
】
海
老
は
皮
を
剥
い

て
、
尾
の
先
端
と
ヤ
リ
の
先
を

斜
め
に
包
丁
で
切
り
落
と
す

（
水
分
を
出
す
）。
背
中
を
開
い

て
背
わ
た
を
取
り
内
側
に
切
れ

目
を
４
つ
く
ら
い
入
れ
て
神
経

を
切
断
、
指
で
上
か
ら
押
さ
え

る
と
「
プ
チ
、
プ
チ
」
と
神
経

が
キ
レ
る
音
が
し
て
へ
な
へ
な

状
態
に
な
る
。
天
ぷ
ら
の
チ
リ

チ
リ
の
「
花
」
を
咲
か
せ
る
方

法
は
２
種
類
あ
り
、
１
８
０
度

の
温
度
の
油
に
（
大
量
に
作
る

宴
会
場
、
結
婚
式
場
方
式
）
＝

油
の
中
に
溶
い
た
て
ん
ぷ
ら
粉

で
天
か
す
を
夜
空
の
銀
河
状
態

に
び
っ
し
り
浮
か
し
て
、
衣
を

つ
け
た
海
老
を
そ
の
中
に
落
と

し
て
長
箸
３
本
で
天
か
す
を
寄

せ
集
め
て
く
っ
つ
け
る
方
法
。

海
老
が
少
な
い
場
合
は
、
衣
を

つ
け
た
海
老
を
油
に
入
れ
て
か

ら
天
か
す
を
箸
３
本
で
ぱ
ら
ぱ

ら
と
落
と
し
て
作
っ
て
海
老
に

網
し
ゃ
も
じ
で
く
っ
つ
け
て
い

く
方
法
。
油
は
新
し
い
方
が
、

天
ぷ
ら
は
白
く
、
サ
ク
サ
ク
に

揚
が
る
。

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
本
紙
で
こ
れ
ま
で
紹
介
し

た
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ

フ
の
皆
さ
ん
や
食
料
品
店
の
店

主
さ
ん
か
ら
本
紙
編
集
長
が
取

材
で
直
々
に
教
え
て
も
ら
た
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
、「
自
宅
で
で
き

る
握
り
寿
司
の
作
り
方
」
を
寿

司
Ａ
Ｎ
Ｎ
、
お
い
し
ん
ぼ
、
竹

寿
司
、
は
じ
め
さ
ん
か
ら
、「
江

戸
前
天
丼
の
作
り
方
」
を
五
助

と
蕎
麦
屋
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本

さ
ん
か
ら
、
前
菜
の
「
中
華
茄

子
の
素
揚
げ
煮
浸
し
」
は
ク
イ

ー
ン
ズ
の
有
吉
さ
ん
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
学
ん
だ
レ
シ
ピ
を
、
夜

中
の「
レ
イ
ア
ウ
ト
深
夜
食
堂
」

で
実
践
し
て
み
ま
し
た
。

（
写
真
・
三
浦
良
一
）

送
の
生
ホ
タ
テ
も
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
片
桐
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
マ

ー
ト
、
ダ
イ
ノ
ブ
に
も
毎
日
新

鮮
な
魚
介
類
が
ぎ
っ
し
り
並
ん

で
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
に
特

徴
と
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
作
り
方
】
左
の
手
の
ひ
ら
の

４
本
指
の
付
け
根
に
ネ
タ
を
寝

か
せ
て
、
右
手
で
酢
飯
を
片
手

で
小
さ
く
握
り
、
右
手
人
差
し

指
で
ワ
サ
ビ
を
す
く
っ
て
左
手

の
ネ
タ
の
腹
に
つ
け
る
。
シ
ャ

リ
を
ネ
タ
の
上
に
沿
っ
て
置
い

て
ゴ
ロ
リ
と
外
側
に
半
回
転
。

左
右
の
腹
を
右
手
親
指
と
人
差

し
指
で
軽
く
押
し
、
左
手
親
指

は
ネ
タ
の
下
側
の
シ
ャ
リ
を
押

す
。
今
度
は
寿
司
の
向
き
を
変

え
て
、
同
じ
動
作
を
も
う
１
回

繰
り
返
し
て
お
皿
に
。
何
回
も

握
ら
な
い
の
が
コ
ツ
（
ハ
リ
ソ

ン
の
お
い
し
ん
ぼ
）。
軍
艦
巻

の
イ
ク
ラ
は
（
出
汁
１
、
酒

１
、
醤
油
１
）
に
漬
け
て
「
醤

油
漬
け
」
に
す
る
（
寿
司
Ａ
Ｎ

Ｎ)

。
シ
ャ
リ
玉
を
、
予
め
切

っ
た
海
苔
に
ち
ょ
ん
と
押
し
付

け
て
持
ち
上
げ
る
と
海
苔
が
湿

気
ら
ず
綺
麗
に
（
は
じ
め
）。

寿
司
屋
さ
ん
に
あ
る
よ
う
な
笹

の
葉
は
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
共

同
貿
易
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
店

員
さ
ん
に
聞
く
と「
あ
り
ま
す
」

と
言
っ
て
奥
の
冷
蔵
庫
か
ら
セ

ッ
ト
の
パ
ッ
ク
を
出
し
て
き
て

く
れ
る
。

【
材
料
】
中
華
茄
子
１
本
、
大

根
お
ろ
し
、
す
り
生
姜
、
め
ん

つ
ゆ

【
作
り
方
】
ブ
ツ
切
り
に
し
た

中
華
茄
子
を
油
で
揚
げ
て
、
身

が
キ
ツ
ネ
色
に
な
る
ま
で
し
っ

か
り
揚
げ
る
。
油
を
切
っ
た
あ

と
小
皿
に
盛
り
直
し
、
温
め
た

め
ん
つ
ゆ
を
う
え
に
か
け
て
大

根
お
ろ
し
と
す
り
生
姜
。
好
み

で
七
味
と
う
が
ら
し
を
か
け
て

い
た
だ
く
。
ご
飯
の
お
か
ず
に

も
、
お
酒
の
肴
に
も
な
っ
て
、

簡
単
で
美
味
し
い
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
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当
サ
ロ
ン
で
は
こ
の
１
か
月

の
間
に
、
日
本
の
ネ
イ
ル
に
関

す
る
メ
デ
ィ
ア
取
材
が
６
件
も

あ
り
ま
し
た
。こ
こ
最
近
で
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
美
容
系
メ
デ

ィ
ア
だ
け
で
な
く
、The New 
York Times

やThe W
all 

Street Journal

な
ど
の
経
済

紙
に
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

材
の
中
心
の
テ
ー
マ
は
、
日
本

の
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
の
特
徴
や
ア

メ
リ
カ
の
ネ
イ
ル
ポ
リ
ッ
シ
ュ

と
の
違
い
、
ま
たThe Wall 

Street Journal

紙
で
は
「
物

価
上
昇
と
家
賃
高
騰
の
影
響

で
、
ネ
イ
ル
の
価
格
が
上
が
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
女
性

た
ち
は
ネ
イ
ル
に
積
極
的
に
投

資
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
の

ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
の
持
続
力
や
、

高
度
な
技
術
、
複
数
の
素
材
が

必
要
な
日
本
式
ネ
イ
ル
ア
ー
ト

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
10
年
も
の

間
当
サ
ロ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
お
客
様
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
ル

ー
シ
ー
さ
ん
は
月
に
1
度
の
3

Ｄ
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
を
最
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

３
５
０
ド
ル
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。
花
柄
や
ク
リ
ス
タ
ル
の
ク

ラ
ス
タ
ー
な
ど
の
テ
ク
ス
チ
ャ

ー
を
施
し
た
り
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン

ト
・
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
「
星

月
夜
」
を
思
わ
せ
る
3
Ｄ
デ
ザ

イ
ン
を
施
す
こ
と
も
。
ゴ
ッ
ホ

級
の
技
術
を
持
つ
ネ
イ
ル
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
施
さ
れ
る

3
Ｄ
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
に
は
、
繊

細
な
デ
ザ
イ
ン
を
保
護
す
る
た

め
に
、
10
種
類
以
上
の
カ
ラ
ー

や
厚
め
の
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
精
密
な
作
業
が
必

要
な
た
め
、
3
時
間
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
爪
に

は
か
な
り
の
費
用
を
か
け
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
自
己
表
現
の

大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
」
と
ル
ー
シ
ー
さ
ん
。「
ネ

イ
ル
タ
イ
ム
は
、
日
常
か
ら
離

れ
て
静
か
な
時
間
を
過
ご
す
大

切
な
ひ
と
と
き
。
心
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
。

ネ
イ
ル
を
す
る
と
、
常
に
新
し

い
自
分
に
な
っ
た
気
分
に
な
れ

ま
す
」
と
い
う
お
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
技
術
に

対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
と
魅
力

は
、
根
強
く
人
々
を
魅
了
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。

欧
米
で
脚
光
浴
び
る
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル

　

11
月
２
日
（
土
）
午
後
４
時

30
分
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
開

催
さ
れ
る
レ
ゾ
ナ
ン
ス 

・
マ
ル

チ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
シ
ャ
ル
・

ダ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
に
出
演
す
る
。

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
称
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
作
品
。
多
様
な
体
験
が

で
き
る
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ダ
ン
ス

イ
ベ
ン
ト
は
、
反
ア
ジ
ア
系
ヘ

イ
ト
に
対
抗
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
意
識
を
育
む
と
い
う
時
代
の

ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

レ
ゾ
ナ
ン
ス
は
、
ア
ジ
ア

系
、
ク
ィ
ア
系
が
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
組
織
を

結
集
し
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
の
豊
か
な
経
験
を
祝
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
。
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

な
動
き
を
通
し
て
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

祝
福
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
を
探

求
す
る
。
舞
台
は
体
験
型
ナ
イ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
通
し
て
、
黒

人
と
ア
ジ
ア
人
の
連
帯
を
築

く
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
のWe Are Here 

(weareherebk.com) 

で
開
催

さ
れ
る
。

　

出
演
す
る
古
井
さ
ん
は
、
日

本
生
ま
れ
の
日
本
育
ち
。
出
身

は
名
古
屋
。
日
本
か
ら
来
て
２

年
、
自
分
が
ア
ジ
ア
人
で
あ
る

こ
と
を
Ｎ
Ｙ
に
来
て
初
め
て
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

　

５
歳
の
頃
か
ら
家
の
近
所
の

ス
タ
ジ
オ
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
を
習
い
始
め
た
。
10
歳
の

時
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
・
ス
ー
パ

ー
メ
イ
シ
ー
・
バ
ト
ル
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
い
う
ダ
ン
ス
大
会
に
出

場
し
て
優
勝
、
早
く
も
頭
角
を

現
し
、
高
校
在
学
中
に
Ｖ
Ｉ
Ｂ

Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
・
オ

ブ
・
ダ
ン
ス
に
も
参
加
し
て
１

位
、２
位
と
好
成
績
を
納
め
た
。

　

20
歳
の
時
に
来
米
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
有
名
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
、
ペ
リ
ダ
ン
ス
の
認
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
入
学
。
渡
米
の
き

っ
け
は
、母
親
の
言
葉
だ
っ
た
。

「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

今
し
か
な
い
よ
」。
昔
か
ら
母

の
影
響
で
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ

か
そ
こ
に
自
分
も
入
り
た
い
と

思
っ
た
の
が
こ
の
世
界
に
は
入

る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

　
「
私
は
ダ
ン
ス
を
通
し
て
自

分
の
気
持
ち
や
感
情
を
オ
ー
デ

ィ
エ
ン
ス
に
シ
ェ
ア
で
き
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
う
ま

く
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
踊

り
な
が
ら
感
じ
ら
れ
る
時
が
私

は
と
て
も
好
き
で
す
」と
語
る
。

将
来
の
夢
は
「
ビ
ヨ
ン
セ
と
お

仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
彼
女

は
私
が
ア
メ
リ
カ
に
来
た
１
番

の
き
っ
か
け
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
」
と
目
を

輝
か
せ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　
　
　
　
　

◇

11
月
２
日
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

の
公
演
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
。

https://www.versd.co/
listing/66b0e099-3bde-
48cd-9aa5-3cfe89e5e4a9

古井 伽林さん
ダンサー

現
代
の
ア
ジ
ア
系
を
意
識
し
て
舞
台
で
踊
る

Nails by Rikako Jones

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
http://jmart-usa.com/en/
https://www.versd.co/listing/66b0e099-3bde-48cd-9aa5-3cfe89e5e4a9
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リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
の
土
曜

課
程
小
学
2
年
と
小
学
3
年
は

10
月
5
日
、
合
同
で
ク
ィ
ー
ン

ズ
区
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・

シ
テ
ィ
に
あ
る
イ
サ
ム
ノ
グ
チ

庭
園
美
術
館
へ
出
か
け
た
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
出
身
で
、
日
本
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
20
世
紀
を
代
表

す
る
芸
術
家
の
ひ
と
り
で
あ
る

ノ
グ
チ
の
、
彫
刻
作
品
な
ど
を

集
め
た
ス
ペ
ー
ス
に
入
っ
た
生

徒
た
ち
は
、
同
館
の
エ
デ
ュ
ケ

ー
タ
ー
に
導
か
れ
日
本
語
に
よ

る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
と
言

っ
て
も
、
展
示
物
に
つ
い
て
の

説
明
だ
け
で
な
く
、
ノ
グ
チ
が

手
が
け
た
作
品
の
前
で
参
加
者

た
ち
と
案
内
人
が
座
り
、「
鑑

賞
し
て
何
に
気
づ
い
た
か
？
」、

「
作
品
制
作
に
あ
た
っ
て
作
者

は
ど
ん
な
意
図
が
あ
っ
た
と
思

う
か
？
」
と
い
っ
た
こ
と
を
話

し
合
う
、
対
話
型
の
機
会
を
実

施
す
る
の
が
同
館
の
ツ
ア
ー
の

大
き
な
特
長
だ
。
ハ
ン
マ
ー
を

使
っ
て
、
石
の
彫
刻
を
作
る
様

子
を
目
の
前
で
見
せ
て
も
ら
う

と
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々

の
表
情
。
そ
し
て
、
自
由
に
鑑

賞
す
る
時
間
を
設
け
ら
れ
た
生

徒
た
ち
は
、
各
自
が
選
ん
だ
作

品
を
紙
に
描
い
て
切
り
、
教
わ

っ
た「
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
」

と
い
う
技
法
を
用
い
て
繋
ぎ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
ト
作
品
を
完

成
さ
せ
た
。
美
術
館
で
の
体
験

型
鑑
賞
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
ア
ー
ト
へ
の
新
し
い
認
識

を
得
た
よ
う
だ
っ
た
。

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
を
学
ぶ

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

小
学
2
、
3
年
生
が
見
学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ　

岡
田
雅
彦
校
長
）
で
は
，

12
日
に
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。
児
童
た

ち
は
こ
の
日
に
向
け
て
各
学
年

と
も
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で

き
た
。

　

演
技
発
表
で
は
「
魅
せ

ろ　

沸
か
せ
ろ　

ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜Always 

Challenge Yourself

〜
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
が
工
夫
を
凝
ら
し

た
発
表
を
行
っ
た
。
１
・
２
年

生
は
本
当
の
や
さ
し
さ
や
、
本

当
の
涙
の
美
し
さ
を
知
る
た
め

に
、
仲
間
と
協
力
し
合
う
大
切

さ
を
伝
え
た
「
そ
ん
ご
く
う
」。

３
・４
年
は
日
々
過
ご
す
中
で
、

願
い
事
は
自
分
自
身
で
叶
え
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝

え
た「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」。５
・

６
年
は
「
ヒ
ス
ト
リ
ー
オ
ブ
ジ

ャ
パ
ン 　
〜
今
に
つ
な
が
る

あ
の
頃
の
日
本
〜
」
を
タ
イ
ト

ル
に
、
ク
イ
ズ
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
日
本
の
歴
史
を
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
劇
を
行
っ

た
。

　

７
・
８
年
は
修
学
旅
行
で
学

ん
だ
ア
メ
リ
カ
国
歌
・
国
旗

の
歴
史
を
台
本
か
ら
演
出
ま

で
自
分
達
の
力
で
作
り
上
げ

た
「The Birth and History 

of The Stars and Stripes

〜

と
あ
る
三
人
の
不
思
議
な
体

験
〜
」
を
音
響
・
照
明
等
の

効
果
も
工
夫
し
な
が
ら
劇
を

行
っ
た
。
９
年
生
は
、「
刑
法

２
０
２
条
を
改
正
し
、
安
楽
死

を
認
め
る
べ
き
か
」を
論
題
に
、

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
肯
定
側
、
否

定
側
に
分
か
れ
て
、
各
チ
ー
ム

で
話
合
い
、
論
立
て
を
し
て
主

張
し
合
っ
た
。
各
学
年
が
学
ん

で
き
た
こ
と
を
様
々
な
表
現
方

法
で
発
表
し
，
笑
い
も
あ
り
、

見
応
え
の
あ
る
演
技
で
観
客
を

魅
了
し
た
。

 　
ま
た
、
初
等
部
は
合
唱

「Sing
」、
中
等
部
は
合
唱

「Unlimited
」、
合
奏
「
情
熱

大
陸
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」
を
披
露

し
た
。
初
等
部
，
中
等
部
そ
れ

ぞ
れ
の
子
供
た
ち
が
練
習
か
ら

心
を
一
つ
に
し
て
作
り
上
げ
る

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
観
客
を
魅

了
し
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ

た
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
な
っ
た
。
ま
た
、
校
舎
内
の

教
室
前
な
ど
に
各
学
年
の
学
習

の
作
品
を
展
示
し
た
り
、
英
語

科
教
室
な
ど
で
は
英
語
科
ス
ピ

ー
チ
と
国
語
科
意
見
文
発
表
の

ビ
デ
オ
上
映
を
行
っ
た
り
す
る

な
ど
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
、

10
月
3
日
（
木
）、Liberty 

Science Center

に
て
『
初
等

部　

第
２
、３
学
年　

遠
足
』

を
行
っ
た
。
３
年
生
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
活
動
し
た
。
子
ど

も
達
は
ま
ず
、「
ダ
イ
ノ
ー
・

デ
ィ
グ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
を
背
景
に
、
恐
竜
の

化
石
を
発
掘
す
る
体
験
を
し
て

恐
竜
時
代
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

世
界
初
の
吊
り
下
げ
型
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
イ

マ
ー
」
で
、
手
編
み
の
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
で
囲
ま
れ
た
64
枚

の
花
び
ら
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
点
在
す
る
様
々
な

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ル
ー
ト
を
探
索

し
て
、
ジ
ム
を
堪
能
し
た
。
こ

れ
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、

科
学
に
対
す
る
興
味
を
引
き
出

し
、
学
び
の
楽
し
さ
を
実
感
さ

せ
て
く
れ
た
。
展
示
や
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
見
て
、
色
々
な
こ

と
を
考
え
た
り
感
じ
た
り
、
科

学
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ

良
い
機
会
と
な
っ
た
。
発
見
や

疑
問
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
好

奇
心
を
掻
き
立
て
、
探
求
心
を

育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

昼
食
は
「
フ
ラ
ッ
グ
・
プ
ラ

ザ
」
で
と
り
、
自
由
の
女
神
の

後
ろ
姿
で
写
真
を
撮
影
し
、
施

設
内
の
遊
具
で
楽
し
く
遊
ん

だ
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

小
学
2
、
3
年
生
遠
足

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

http://www.gwjs.org
http://www.jwsnj.org/
http://ymcatfv.org/
http://www.jwsny.org
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Ｑ:

子
ど
も
の
学
校
が
お
休
み

の
時
に
日
本
の
学
校
に
数
日
間

体
験
入
学
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
学
校
は
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

ま
た
、
受
入
れ
可
能
な

ら
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：
文
部
科
学
省
は
体
験
入
学

に
つ
い
て
、「
い
わ
ゆ
る
体
験

入
学
は
国
の
制
度
と
し
て
は
存

在
し
て
お
ら
ず
、
正
規
の
編
入

学
と
は
違
い
、
各
教
育
委
員
会

の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。
体
験
入
学
を
実
施

し
て
い
な
い
教
育
委
員
会
も
あ

れ
ば
、
実
施
し
て
い
て
も
期
間

や
条
件
が
違
い
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
験

入
学
に
関
す
る
制
度
や
対
応
は

教
育
委
員
会
や
学
校
で
異
な
り

ま
す
。

　

体
験
入
学
の
具
体
例
と
し

て
、
私
が
ふ
だ
ん
勤
務
す
る
福

岡
県
春
日
市
教
育
委
員
会
で
の

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

春
日
市
で
は
教
育
委
員
会
が
窓

口
と
な
り
体
験
入
学
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
春
日
市
の
場

合
、
海
外
に
居
住
す
る
学
齢
児

童
生
徒
が
保
護
者
と
と
も
に
一

時
帰
国
し
春
日
市
内
に
滞
在
実

態
が
あ
れ
ば
体
験
入
学
の
対
象

者
と
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
は
体
験
入
学

開
始
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で

に
春
日
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
お
申
込
み
を
確
認
後
、

教
育
委
員
会
は
フ
ォ
ー
ム
に
記

入
い
た
だ
い
た
内
容
を
基
に
滞

在
先
の
学
校
区
の
学
校
と
受
入

れ
の
可
否
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。受
入
れ
が
可
能
と
な
れ
ば
、

保
護
者
か
ら
直
接
体
験
入
学
す

る
学
校
と
Ｅ
メ
ー
ル
で
打
合
せ

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
主

な
打
合
せ
の
内
容
は
、「
体
験

入
学
期
間
の
確
認
」、「
給
食
の

申
込
み
の
有
無
」、「
教
科
書
に

つ
い
て
の
対
応
」、「
日
本
語
取

得
状
況
の
確
認
と
そ
の
対
応
」

等
で
す
。
な
お
、
期
間
は
原
則

と
し
て
２
週
間
以
内
。
ま
た
、

怪
我
等
に
備
え
て
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
保
険

し
て
い
ろ
い
ろ
話
せ
ま
し
た
。

英
語
の
文
を
読
ん
で
く
れ
た
ら

す
ご
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」
な
ど
の
、
思
い
や
り
と
驚

き
の
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
体
験
入
学
す
る
児
童
生
徒

に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
あ
る

と
同
時
に
、
実
は
受
け
入
れ
る

側
に
と
っ
て
も
、
視
野
が
広
が

り
学
ぶ
意
義
を
再
認
識
す
る
希

に
見
る
好
機
で
あ
る
の
で
す
。

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
子

さ
ん
が
同
じ
学
校
（
地
域
）
に

戻
ら
れ
る
場
合
も
体
験
入
学
の

利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
以

前
在
籍
し
て
い
た
学
校
に
昔
の

友
人
が
い
る
か
ら
と
思
っ
て
戻

っ
た
と
こ
ろ
、
友
人
に
は
新
し

い
友
人
関
係
が
で
き
あ
が
っ
て

い
て
登
校
意
欲
を
失
っ
た
等
の

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
お

子
さ
ん
に
と
っ
て
は
シ
ョ
ッ
ク

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
よ
く
よ

く
考
え
る
と
、
大
人
で
も
そ
う

で
す
が
、
自
分
自
身
は
新
た
な

人
間
関
係
の
中
で
生
活
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
懐
か
し

い
相
手
に
は
昔
の
ま
ま
の
姿
を

求
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
お

子
さ
ん
が
本
帰
国
時
に
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
た
め
に

も
、
可
能
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

体
験
入
学
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

体験入学のすすめ
海外子女教育振興財団 関西分室

長信宏 教育アドバイザー

（
４
４
０
円
）
に
加
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
夏
は
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
児
童
生
徒
19
人
が
、
夏
季

休
業
期
間
の
前
後
の
い
ず
れ
か

の
期
間
を
春
日
市
内
の
学
校
で

過
ご
し
ま
し
た
。
居
住
国
は
ア

メ
リ
カ
が
12
人
、
イ
ギ
リ
ス
が

３
人
、
フ
ラ
ン
ス
が
２
人
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

が
各
１
人
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
で
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
12
人
の
う
ち
２
人
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
現
地
校
に
通
い
な
が

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

で
学
ぶ
お
子
さ
ん
で
し
た
。
中

学
校
３
年
生
の
学
級
に
迎
え
入

れ
た
生
徒
た
ち
の
日
記
に
は
、

「
慣
れ
な
い
環
境
だ
ろ
う
か
ら

積
極
的
に
お
手
伝
い
し
て
あ
げ

た
い
」、「
一
緒
に
校
内
探
検
を
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

幼
稚
園
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：
笠

間
将
平
）
は
、
10
月
8
日
に
施

設
隣
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

で
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
催
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
日
和
と
な

っ
た
。保
護
者
の
参
加
の
も
と
、

パ
ン
プ
キ
ン
ピ
ッ
キ
ン
グ
や
シ

ャ
ボ
ン
玉
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー

ン
な
ど
を
楽
し
み
、
親
子
一
緒

に
昼
食
を
と
っ
た
。
参
加
し
た

家
族
の
中
に
は
、
兄
弟
児
や
祖

父
母
の
参
加
も
見
ら
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー親子でピクニック

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
は
、
毎
年
恒
例
の

ス
キ
ー
教
室
を
今
冬
も
開
催
す

る
。
同
校
の
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
キ
ャ
メ

ル
バ
ッ
ク
ス
キ
ー
場
で
行
わ

れ
、
参
加
す
る
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
同
ス
キ
ー
教
室

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

在
籍
児
童
だ
け
で
な
く
、
学
外

の
児
童
も
参
加
が
可
能
。
宿
泊

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
日
本
の
学

齢
で
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
3

年
生
対
象
）
と
日
帰
り
ス
キ
ー

キ
ャ
ン
プ
（
小
学
1
年
生
か
ら

中
学
3
年
生
対
象
）
と
い
う
2

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　

宿
泊
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、

3
泊
4
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

朝
か
ら
夕
方
ま
で
ス
キ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
日
帰
り

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
短
時
間

で
ス
キ
ー
を
集
中
的
に
学
び
た

い
児
童
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ
メ
ー
ル:ski@nyikuei.org

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japaneseschool.
org/

育
英
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
を
募
集

 　
「
和
の
保
育
」
と
し
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
開
園
し
て
い
る
ニ

ュ
ー
ヨ 

ー
ク
州
公
認
の
日
系

デ
イ
ケ
ア
・
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル

ド
で
は
、
先
日
、
園
の
秋
行
事

の
一
環
と
し
て
、
遠
足
で
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
あ
る

Alstede Farms

を
訪
れ
た
。

子
供
た
ち
は
広
々
と
し
た
農
場

の
敷
地
内
で
、
友
達
と
一
緒
の

自
分
の
好
き
な
ビ
ー
ツ
や
ピ
ー

マ
ン
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
野
菜
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て

楽
し
ん
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
暮
ら
す
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
な
か
な
か
す
ぐ
近
く
に
こ

の
よ
う
な
活
動
が
行
え
る
環
境

が
な
い
た
め
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
は
子
供
た
ち
に
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
。
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル

ド
で
は
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び

と
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う

に
、
園
の
バ
ス
を
使
用
し
今
度

も
こ
の
よ
う
な
体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
や
園
外
保
育
、遠
足
な
ど
、

豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行

っ
て
い
く
方
針
だ
。 

秋の遠足
スターチャイルド

http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
mailto:contact@jvta-la.com
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
mailto:ski@nyikuei.org
mailto:ski@nyikuei.org
mailto:ski@nyikuei.org
https://japaneseschool
https://japaneseschool


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

新俳句グランプリ 2024

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2024年11月16日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称
略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2025年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 
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北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

律
の
風
ゆ
っ
く
り
飲
み
終
え
子
の
寝
顔 

岡
部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

父
母
居
ら
ば
こ
そ
の
日
本
里
の
秋

は
ぎ
は
ら
敏
子  

Ｎ
Ｙ
州

林
檎
狩
り
も
っ
と
上
へ
と
姉
妹
の
手

大
工
園
亮
介  

Ｏ
Ｈ
州

　つ
い
と
来
て
ひ
ょ
い
と
去
り
ゆ
く
蜻
蛉
か
な

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

 

食
膳
の
皿
に
盛
ら
れ
し
衣
か
つ
ぎ

大
沼
信
夫  

Ｎ
Ｙ
州

  

弁
当
に
焼
き
い
も
一
本
満
ち
る
秋
　

ケ
ー
シ
ー
・
デ
レ
ッ
ク  
Ｐ
Ａ
州

ガ
イ
コ
ツ
と
カ
ボ
チ
ャ
と
バ
ナ
ー
が
並
ぶ
秋 

　

玉
眞
味
和  

Ｐ
Ａ
州

あ
き
の
あ
さ 

ど
ん
ぐ
り
の
実
の 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン  

　

わ
た
な
べ
ゆ
う
と 

Ｃ
Ａ
州

︵
学
習
塾
ピ
ー
ク
小
２
　
７
歳
︶　

あ
、
い
っ
し
ょ 

ジ
ャ
コ
ラ
ン
タ
ン
と 

わ
た
し
の
は
　

木
村
理
乃 

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
２
　
７
歳
︶

　夏
か
ぜ
に 

な
め
た
の
ど
あ
め 

り
ん
ご
味
　

小
野
裕
介 

Ｐ
Ａ
州
　

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３
　
９
歳
︶

放
課
後
は 

紅
葉
横
目
に 

ボ
ー
ト
漕
ぐ 

稲
田
恵
太
朗 

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
16
歳)

キ
ラ
キ
ラ
と 

光
る
た
ん
ぽ
ぽ 

雨
上
が
り
　

平
出
彩
菜 

Ｎ
Ｙ
州

︵
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
５
　
10
歳
︶

ナ
イ
ア
ガ
ラ 

あ
め
と
な
か
よ
し 

た
き
し
ぶ
き 

福
元
遥
斗 

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
10
歳
︶

赤
い
葉
が 

落
ち
る
よ
う
に 

ぼ
く
も
転
ぶ
　

ヘ
ス
愛
心 

Ｎ
Ｍ
州

︵M
t. V

iew
 M

iddle School

　
11
歳
︶

whispers
of riversong
tadpoles
─Roberta Beach Jacobson, IA

a touch of fall
the neighbor appears
without her dog

─Ruth Holzer, VA

white dew
waiting to see
you again

─Marilyn Ashbaugh, MI 

milkweed in the air
his last communion
on the farm

─Dan Schwerin, WI

waning summer . . .
the chestnut pod splits open
to drop a payload
─Valentina Ranaldi-Adams, OH 

wild� re
twilight
all day

─Rick Jackofsky, NY

「9月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2024」の9月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き10月分の応募を受け付けており、10月31日
まで随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

10 10/1/24 11/6/24 11/7/24 7 7 7

2024年（令和 6年）10月 26日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

the dust settling into our easy silence
─Sharon Martina, IL

http://www.artofhaiku.org
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僕
は
誰
も
い
な
い
畳
の
上

で
う
ず
く
ま
っ
て
泣
い
て
い

た
。
な
ん
で
、
涙
が
ポ
ロ
ポ

ロ
落
ち
て
る
か
自
分
で
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
で
も
、
何

か
大
き
な
も
の
を
失
っ
た
と

い
う
こ
と
は
自
分
で
も
感
じ

て
い
た
。
だ
が
、
何
を
失
っ

た
か
は
自
分
で
も
分
か
ら
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
心
が
は
ち

切
れ
そ
う
な
気
持
ち
の
ま
ま

何
時
間
も
泣
い
て
い
た
。

　

２
０
２
３
年
の
夏
、
僕
は

日
本
の
広
島
県
の
田
舎
へ
行

っ
た
。
だ
が
、
た
っ
た
一
人

で
日
本
に
行
く
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
不
安
な
気
持
ち

で 

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
た
が
、

無
事
広
島
に
着
き
祖
父
母
と

会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
今
回
は
昔
、
母
が
通
っ
て

い
た
中
学
校
に
体
験
入
学
す

る
と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ

っ
た
。

　

こ
こ
の
中
学
校
は
自
転
車

で
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
祖
父
母
の
家
に

あ
っ
た
自
転
車
を
借
り
て
通

う
こ
と
に
な
っ
た
。
近
く
に

一
年
年
上
の
先
輩
が
住
ん
で

い
る
と
祖
父
か
ら
聞
き
、
そ

の
人
と
一
緒
に
通
う
こ
と
に

な
っ
た
。
僕
は
待
ち
合
わ
せ

の
場
所
に
早
く
行
き
、
彼
の

こ
と
を
待
っ
て
い
る
と
、
数

分
後
、
彼
が
自
転
車
で
来
る

の
が
見
え
た
。
挨
拶
や
話
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
彼
と
打

ち
解
け
る
事
が
で
き
て
僕
は

安
心
し
た
。
彼
の
名
は「
土
井
」

で
将
来
の
夢
は
警
察
官
に
な

り
た
い
と
聞
い
た
。
そ
し
て
、

学
校
に
着
く
と
こ
の
学
校
に

は
「
朝
練
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
は

何
か
と
土
井
君
に
聞
く
と
「
早

朝
学
校
に
行
き
、
そ
し
て
、

一
キ
ロ
ほ
ど
走
る
ん
じ
ゃ
。」

と
答
え
て
く
れ
た
。
だ
が
、

僕
は
ど
こ
に
走
れ
ば
い
い
か

分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
土
井

君
と
一
緒
に
走
る
こ
と
に
し

た
。

　

朝
練
が
終
わ
っ
た
後
、
僕

は
２
年
の
教
室
に
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
３
人
の
生
徒
が
机

に
座
っ
て
お
り
僕
を
見
た
時

「
あ
、
新
入
生
。」
と
一
人
の

生
徒
が
僕
に
声
を
か
け
て
く

れ
た
の
で
、「
新
入
生
で
す
。」

と
答
え
た
。「
名
前
は
」
と
聞

か
れ
た
の
で
、「
僕
の
名
前
は

村
尾
信
之
介
で
す
。」
と
返
し

た
。「
信
之
介
ね
。
俺
の
名
前

は
三
上
。
よ
ろ
し
く
。
こ
い

つ
は
田
平
、
そ
し
て
峠
。
も

う
一
人
は
別
の
教
室
に
い
て

最
後
の
一
人
は
今
日
学
校
に

来
て
な
い
山
下
で
、
他
の
教

室
に
い
る
子
が
加
古
山
で
全

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）10月 26日（土）

「
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
‼
 ‼
 」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
志
郎

部
で
５
人
じ
ゃ
。
少
な
い
や

ろ
〜
。
ま
あ
田
舎
だ
か
ら
仕

方
な
い
ね
〜
。」
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
の
補
習
校
よ
り
も
ず

っ
と
小
さ
な
ク
ラ
ス
で
、
僕

は
少
し
び
っ
く
り
し
た
。　

　

田
平
君
が
も
う
す
ぐ
朝
の

会
が
始
ま
る
よ
、
と
言
い
、

僕
達
は
体
育
館
に
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
先
生
を
合
わ
せ
て 

30
人
ぐ
ら
い
の
人
が
い
た
。

２
年
の
列
に
座
っ
て
い
る
と

一
人
の
先
生
が
僕
を
呼
び
「
み

ん
な
の
前
で
自
己
紹
介
を
す

る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
、
少

し
緊
張
が
走
っ
た
。
人
前
に

立
ち
話
す
と
い
う
の
が
苦
手

な
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
僕
の
こ
と
を
呼
ぶ
の
を
待

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
校
長

先
生
が
「
こ
の
子
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
体
験
入
学
で
来
た
生

徒
で
す
。」
と
紹
介
し
、
周
り

か
ら
の
視
線
が
あ
っ
た
せ
い

か
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
も
、

な
ん
と
か
僕
は
自
己
紹
介
を

す
る
事
が
で
き
た
。

　

そ
の
後
教
室
に
戻
り
、
担

任
の
先
生
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
た
。
待
っ
て
い
る
間
一

人
の
生
徒
が
教
室
に
入
っ
て

来
て
僕
を
見
つ
け
「
あ
、
新

入
生
じ
ゃ
ん
。」
と
言
っ
た
の

で
、
僕
も
挨
拶
し
て
名
前
を

聞
い
て
み
た
。
彼
の
名
は
「
一

颯
」。
中
学
一
年
生
だ
。
彼
と

話
を
し
て
い
る
と
担
任
の
先

生
が
教
室
に
入
っ
て
来
た
。

一
颯
君
は
「
そ
れ
じ
ゃ
、
ま

た
話
そ
う
ね
。」
と
言
い
、
自

分
の
教
室
に
戻
っ
て
行
っ
た
。

先
生
は
教
卓
に
立
ち
僕
に
向

け
て
「
あ
、
村
尾
君
だ
よ
ね
、

ま
だ
私
の
自
己
紹
介
を
し
て

い
な
い
か
。
私
の
名
前
は
山

本
龍
馬
。
よ
ろ
し
く
ね
。」
と

言
っ
た
の
で
僕
も
「
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
返
事

を
し
た
。
そ
し
て
、
山
本
先

生
が
「
多
分
も
う
み
ん
な
の

事
知
っ
て
る
と
思
う
け
ど
一

応
自
己
紹
介
は
し
よ
う
か
。」

と
言
っ
た
の
で
三
上
君
達
の

自
己
紹
介
を
ま
た
聞
い
た
。

　

そ
し
て
１
時
間
目
の
「
技

術
」
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

技
術
の
授
業
は
米
国
に
は
な

く
、
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た

の
で
、
楽
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
理
科
、

数
学
な
ど
の
授
業
を
受
け
た

後
、
昼
休
み
に
な
っ
た
。
日

本
は
米
国
に
は
な
い
給
食
が

あ
る
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
、

田
平
君
に
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は
何
か
と
聞
い
て
み
る
と
「
今

日
は
鯖
の
塩
焼
き
、
味
噌
汁
、

白
米
じ
ゃ
」
と
教
え
て
く
れ

た
。
聞
く
だ
け
で
も
よ
だ
れ

　

ぼ
く
は
二
年
生
の
九
月
に

現
地
校
に
転
入
し
た
。
そ
の

時
か
ら
早
二
年
。
今
、
四
年

生
に
進
級
し
た
ば
か
り
だ
。

学
校
の
色
々
な
仕
組
み
は
分

か
っ
て
い
る
も
の
の
新
し
い

メ
ン
バ
ー
と
対
面
す
る
の
は

い
つ
も
緊
張
す
る
。
四
年
生

に
な
っ
た
最
初
の
日
、
ぼ
く

は
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
だ

が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
は
と
て

も
や
さ
し
か
っ
た
。
ぼ
く
は
、

ほ
っ
と
し
た
。
仲
の
良
い
日

本
人
の
男
子
も
数
人
、
同
じ

ク
ラ
ス
に
い
る
。

　

今
年
の
目
標
は
三
つ
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
カ
ラ
ー
ラ
ン
の

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
一

位
を
と
る
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
の
演
奏
を
上
達
す
る
、
英

語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
成
績
を

上
げ
る
だ
。
こ
の
目
標
は
、二
、

三
年
生
の
時
に
は
達
成
で
き

な
か
っ
た
こ
と
だ
。
四
年
は
、

現
地
校
の
最
高
学
年
な
の
で
、

心
残
り
の
な
い
よ
う
に
努
力

し
た
い
。

　

ま
ず
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
二
年
生
の
時
に
二

位
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
二
位
の
表
彰
式
で
は
、

市
長
さ
ん
か
ら
、
百
ド
ル
の

小
切
手
を
受
け
取
っ
た
。
ぼ

く
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
好
き
な

の
で
ど
ん
な
テ
ー
マ
が
出
た

と
し
て
も
、
全
力
で
制
作
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
は
四
年

生
か
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
昨
年
度
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
際
四
年
生
が

発
表
し
て
い
て
、
か
っ
こ
い

い
な
と
思
っ
た
。
ぼ
く
は
約

八
種
類
の
楽
器
の
中
か
ら
ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
を
選
ん
だ
。

夏
休
み
中
か
ら
、
年
間
レ
ン

タ
ル
を
し
て
、
自
主
練
習
を

始
め
て
い
る
。
F
の
音
を
出

す
の
に
苦
労
し
て
い
る
け
れ

ど
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
英
語
リ
ー
デ
ィ

　

わ
た
し
は
夏
休
み
に
図
書

か
ん
で
ひ
ょ
う
し
が
た
の
し

そ
う
な
本
を
見
つ
け
た
の
で

読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
一
ば
ん
こ
こ
ろ

に
の
こ
っ
た
の
は
、
さ
い
し

ょ
い
じ
わ
る
を
し
て
い
た
ど

う
ぶ
つ
た
ち
も
、
モ
グ
ラ
く

ん
の
ダ
ン
ス
や
マ
ジ
ッ
ク
を

見
て
、
し
あ
わ
せ
な
気
も
ち

や
楽
し
い
気
も
ち
に
か
わ
っ

て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
み
ん

な
に
い
じ
わ
る
を
さ
れ
て
、

元
気
が
な
か
っ
た
モ
グ
ラ
く

ん
に
、「
ぼ
く
が
も
っ
て
き
て

ほ
し
か
っ
た
の
は
、
い
つ
も

の
ゆ
か
い
な
き
み
だ
よ
。」
と

言
っ
て
く
れ
た
ア
ナ
グ
マ
く

ん
は
や
さ
し
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
本
を
よ

ん
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
う
れ

し
い
け
れ
ど
、
で
も
、
も
の

じ
ゃ
な
く
て
も
人
を
よ
ろ
こ

ば
せ
た
り
、
し
あ
わ
せ
な
気

も
ち
に
で
き
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
友
だ
ち
に
「
あ

な
た
が
き
て
く
れ
る
だ
け
で

と
て
も
う
れ
し
い
よ
。」
と
言

え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）
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「
ひ
と
夏
の
出
会
い
と
別
れ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
尾
　
信
之
介

が
出
そ
う
で
、
実
際
に
食
べ

て
み
る
と
頬
が
と
ろ
け
る
ほ

ど
美
味
し
く
、
日
本
の
生
徒

た
ち
は
毎
日
こ
ん
な
お
い
し

い
給
食
を
食
べ
て
い
る
の
か

と
羨
ま
し
く
感
じ
た
。

　

食
べ
終
わ
っ
た
後
、
僕
は

一
人
で
体
育
館
に
行
き
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
す
る
と
３
年
の

先
輩
が
来
て
「
あ
、信
之
介
だ
。

バ
ス
ケ
し
て
る
ん
な
ら
俺
た

ち
と
一
緒
に
や
ら
な
い
。」
と

聞
い
た
の
で
僕
は
「
や
り
た

い
。」
と
言
っ
て
一
緒
に
ボ
ー

ル
を
追
っ
た
。
先
輩
達
と
プ

レ
イ
す
る
の
は
楽
し
く
、
あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、

先
生
が
「
も
う
時
間
で
す
よ
。」

と
言
っ
た
の
で
、
教
室
に
戻

る
こ
と
に
し
た
。
先
輩
達
は

「
あ
、
自
分
た
ち
の
自
己
紹
介

す
る
の
忘
れ
て
た
ね
。
僕
の

名
前
は
山
口
。
そ
し
て
、
こ

こ
に
い
る
三
人
が
桟
敷
、
田

中
、
桑
名
。」
と
僕
に
教
え
て

く
れ
た
。
教
室
に
戻
る
ま
で

先
輩
達
と
話
し
、
自
分
の
教

室
に
入
り
国
語
の
授
業
を
受

け
た
。

　

放
課
後
は
部
活
が
あ
る
と

田
平
君
が
教
え
て
く
れ
た
の

で
、
陸
上
部
に
入
る
こ
と
に

し
た
。
陸
上
部
に
は
中
学
一

年
生
が
い
て
仲
良
く
な
れ
る

か
不
安
だ
っ
た
が
、
勇
気
を

出
し
て
話
し
て
み
る
と
み
ん

な
優
し
く
仲
良
く
な
る
事
が

で
き
た
。
部
活
が
終
わ
っ
た

後
の
下
校
は
、
土
井
君
と
途

中
の
道
が
同
じ
人
た
ち
と
帰

る
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
み

ん
な
で
自
転
車
を
止
め
て
休

む
こ
と
に
し
て
、
水
を
飲
ん

だ
り
し
て
る
間
、
ま
だ
話
し

て
い
な
か
っ
た
女
の
先
輩
に

話
し
か
け
て
み
た
。
な
ん
と

か
話
す
こ
と
は
で
き
た
が
、

会
話
は
ぎ
こ
ち
な
く
あ
ま
り

続
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま

た
自
転
車
を
漕
ぎ
、
家
に
帰

っ
た
。

　

こ
う
い
う
毎
日
が
続
き
、

段
々
と
こ
の
学
校
生
活
に
も

慣
れ
て
い
き
、
会
話
が
続
か

な
か
っ
た
女
の
先
輩
た
ち
と

も
い
つ
の
ま
に
か
仲
良
く
な

る
事
が
で
き
た
。
そ
し
て
日

本
の
学
校
も
夏
休
み
に
入
り
、

僕
は
全
学
年
の
人
た
ち
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
家
に
泊
ま

っ
た
り
な
ど
し
た
。
小
さ
な

学
校
な
の
で
、
学
校
全
部
が

一
体
化
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
み

た
い
な
感
じ
で
、
ほ
ぼ
生
徒

全
員
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
っ
た
。

　

だ
が
や
は
り
楽
し
い
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
、
と
う
と
う
ア
メ
リ
カ

に
帰
る
日
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
前
日
、
僕
は
畳
の

上
で
う
ず
く
ま
り
、
心
が
は

ち
切
れ
そ
う
な
気
持
ち
で
涙

を
ポ
ロ
ポ
ロ
と
落
と
し
て
い

た
の
だ
。
こ
の
心
に
穴
の
開

い
た
よ
う
な
気
持
ち
が
空
港

で
も
、
飛
行
機
の
中
で
も
、

家
に
帰
っ
て
家
族
と
再
会
し

て
も
ず
っ
と
続
い
て
い
た
。

ど
う
し
た
ら
こ
ん
な
悲
し
い

気
持
ち
か
ら
抜
け
出
せ
る
か

悩
ん
で
い
る
と
、
段
々
と
そ

の
思
い
が
怒
り
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
最
高
の
友
達
と
出

会
え
た
の
に
、
別
れ
る
な
ん

て
嫌
だ
。
そ
ん
な
事
を
思
う

よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
当
は

自
分
で
も
わ
か
っ
て
い
た
。

こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と
。
こ
ん

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
中
、

広
島
の
友
達
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
来
た
。
そ
の
内
容
は
正

直
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
を
読
ん
だ
時
何

か
吹
っ
切
れ
、
や
っ
と
気
付

い
た
。
僕
は
「
別
れ
」
と
い

う
単
語
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
。

実
際
、
彼
ら
と
会
お
う
と
思

え
ば
ま
た
会
え
る
の
に
、
僕

は
勝
手
に
も
う
一
生
会
え
な

い
と
勘
違
い
し
て
い
た
の
だ

っ
た
。
彼
ら
と
過
ご
し
た
夏

は
最
高
の
夏
だ
っ
た
。
こ
の

体
験
の
あ
と
、大
き
な
「
別
れ
」

を
経
験
し
、
僕
は
ま
た
一
歩

大
人
へ
の
階
段
を
上
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
気
が
付
け

ば
、
多
く
の
す
ば
ら
し
い
友

人
が
僕
の
心
の
ア
ル
バ
ム
に

し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
た

の
だ
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「しあわせな気もち」
　　　　ニューヨーク補習授業校W校小２

　　　　　　　　　　　ふくもと　あこ

ン
グ
で
は
、
文
章
か
ら
引
用

し
た
り
要
約
し
た
り
し
て
回

答
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
た

い
。
去
年
の
リ
ポ
ー
ト
カ
ー

ド
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
。
自
分
の
弱
点
を
克
服

で
き
た
ら
と
思
う
。

　

現
地
校
四
年
生
に
な
る
と
、

新
し
い
こ
と
が
山
ほ
ど
で
き

る
反
面
、
そ
れ
だ
け
の
責
任

も
あ
る
。
例
え
ば
、
四
年
生

は
全
学
年
の
手
本
に
な
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
四
年
生

が
三
年
生
の
手
本
に
な
り
、

三
年
が
二
年
の
手
本
に
な
り
、

二
年
が
一
年
の
手
本
と
な
り
、

一
年
が
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン

の
手
本
に
な
る
。

　

ぼ
く
は
今
、
進
級
し
て
良

か
っ
た
と
思
う
。
四
年
生
に

な
る
と
、
全
教
科
で
新
し
い

こ
と
が
学
べ
る
か
ら
だ
。
図

画
工
作
で
は
粘
土
、
音
楽
で

は
、
器
楽
な
ど
。
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
、
ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス
、
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

に
は
、
自
分
の
力
を
尽
く
す

つ
も
り
だ
。
さ
あ
、
ま
た
今

年
一
年
が
ん
ば
ろ
う
‼

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
４
年
）
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
安
全
か
つ
良
好
な
環
境
の
住
宅
エ
リ
ア
と
い

え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
。
そ
こ
に

住
む
こ
と
が
、
あ
る
程
度
の
成
功
者
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の

中
で
も
、
よ
り
評
価
が
高
く
さ
ら
に
安
全
度
の
高
い
場
所
と
、
ほ

ぼ
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な
都
会
の
喧
騒
と
隣
り
合

わ
せ
の
エ
リ
ア
も
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
に
一
番
近
い
ヨ
ー
ク

ア
ベ
ニ
ュ
ー
、
１
番
街
、
２
番
街
、
３
番
街
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
、

マ
ジ
ソ
ン
街
、
五
番
街

と
南
北
に
伸
び
る
ア
ベ

ニ
ュ
ー
が
東
西
に
並
ん

で
い
る
。
60
丁
目
以
北

96
丁
目
く
ら
い
ま
で
が

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
と
な
る
。
そ
の
ア

ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
の
何
丁

目
に
住
ん
で
い
る
か
で
、

そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
年
収
、
社
会
的

地
位
な
ど
が
、
当
た
ら

ず
と
も
遠
か
ら
ず
の
確

率
で
お
お
よ
そ
の
雰
囲

気
が
つ
か
め
る
。

　

写
真
は
そ
の
96
丁
目

に
あ
る
賃
貸
ア
パ
ー

ト
で
、
家
賃
は
月
額

3
５
０
０
ド
ル
。
こ
の

値
段
で
新
規
契
約
で
ワ

ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を
ア

ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
で
借
り
ら
れ
る
と
こ

ろ
は
な
い
よ
う
だ
。
ド
ア
マ
ン
が
い
て
、
ジ
ム
と
プ
ー
ル
が
つ
い

て
い
る
。
契
約
は
短
期
５
か
月
か
ら
可
能
。

 

問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・５
４
６
・５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　rika.furumoto@gmail.com

　

山
崎
さ
ん

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

　

ミ
ツ
ワ
Ｎ
Ｊ
店
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
合
わ
せ
て
、ヤ
マ
ザ
キ
・

ホ
ー
ム
の
販
売
ブ
ー
ス
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
同
社
は
、
キ
ッ
チ

ン
周
り
の
収
納
用
品
を
メ
イ
ン

に
、
バ
ス
ア
イ
テ
ム
や
家
具
ま

で
幅
広
く
取
り
扱
う
ホ
ー
ム
グ

ッ
ズ
ブ
ラ
ン
ド
で
、
日
本
で
は

Tower

シ
リ
ー
ズ
で
広
く
知

ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
10
年
以

上
に
わ
た
り
販
売
を
続
け
て
い

る
。
約
32
フ
ィ
ー
ト
に
わ
た
る

広
々
と
し
た
棚
に
は
、
人
気
の

キ
ッ
チ
ン
収
納
用
品
や
バ
ス
ル

ー
ム
グ
ッ
ズ
、
シ
ュ
ー
ラ
ッ
ク

な
ど
、
80
種
類
以
上
の
ア
イ
テ

ム
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
型
の
カ
ー
ト
や
ブ
レ
ッ
ド
ボ

ッ
ク
ス
な
ど
の
一
部
ア
イ
テ
ム

は
、
店
頭
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
料
無
料
に
て

注
文
で
き
る
。

　

同
社
が
こ
れ
ほ
ど
広
い
ス
ペ

ー
ス
で
実
地
販
売
を
行
う
の
は

米
国
で
は
初
の
試
み
。
ミ
ツ
ワ

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
際
は
ヤ

マ
ザ
キ
・
ホ
ー
ム
の
ブ
ー
ス
に

立
ち
寄
り
、
実
際
に
商
品
を
手

に
と
っ
て
品
質
の
高
さ
を
実
感

す
る
い
い
機
会
だ
。

　

ミ
ツ
ワ
店
頭
で
は
、
小
さ
い

商
品
は
在
庫
を
置
い
て
販
売
し

て
い
る
が
、
持
ち
帰
り
し
に
く

い
シ
ュ
ー
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
大

き
な
商
品
や
ブ
レ
ッ
ド
ボ
ッ
ク

ス
の
よ
う
な
重
い
商
品
は
、
店

頭
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
た
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
き

さ
関
係
な
く
送
料
無
料
で
注
文

で
き
る
。
通
常
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ス
ト
ア
で
は
１
４
０
ド
ル
以
上

が
送
料
無
料
（
こ
ち
ら
も
大
き

さ
関
係
な
し
）。

　

配
送
は
２
営
業
日
以
内
の
出

荷
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
エ
リ

ア
だ
と
、
通
常
オ
ー
ダ
ー
し
て

か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
配
達
し
て

く
れ
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参

照
。

theyamazakihome.com

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
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の
生
活

キ
ッ
チ
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周
り
の

収
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ミ
ツ
ワ
Ｎ
Ｊ
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リ
ニ
ュ
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オ
ー
プ
ン
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タ
ッ
パ
ン
ジ
ー
橋
を
東
に
渡

っ
た
タ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
一
角
、

ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ー
に
は
昔

か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
「
首

無
し
騎
士
」
の
伝
説
（
写
真
１
）

が
あ
り
、
１
８
２
０
年
に
小
説

家
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ビ
ン
グ

が
「
ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ウ
の

伝
説
」
と
し
て
小
説
化
、
短
編

集
「
ス
ケ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
」
で

発
表
し
て
当
地
は
有
名
に
な
っ

た
。
同
町
は
元
々
「
北
タ
リ
ー

タ
ウ
ン
」と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

１
９
９
６
年
に
正
式
に
改
名
さ

れ
た
「
ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ウ
」

は「
夢
が
窪
」「
眠
り
が
窪
」「
催

眠
洞
」「
眠
け
窪
」
な
ど
と
さ

ま
ざ
ま
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

タ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
ハ
ド
ソ
ン
川

東
側
の
ほ
と
り
に
は
ア
ー
ビ
ン

グ
が
１
８
３
５
年
に
購
入
し
た

オ
ラ
ン
ダ
風
石
造
り
の
家
が
、

今
日
旅
行
者
に
公
開
さ
れ
て
い

て
、
さ
ら
に
川
沿
い
に
は
歩
い

て
行
け
る
67
エ
ー
カ
ー
の
敷
地

に
は
リ
ン
ド
ハ
ー
ス
ト
城
が
あ

り
（
写
真
４
と
５
）、
ガ
イ
ド

付
き
で
城
内
を
案
内
し
て
も
ら

え
る
。
一
帯
に
は
他
に
も
19
世

紀
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
城
、
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
家
な
ど
の
名
士
と

そ
の
家
族
が
眠
る
90
エ
ー
カ
ー

の
ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ー
墓
地

な
ど
が
あ
り
、
こ
こ
も
ガ
イ
ド

に
よ
る
案
内
が
あ
る
。
ハ
ロ
ウ

ィ
ー
ン
の
時
期
に
は
是
非
訪
れ

た
い
町
だ
が
、
宿
泊
す
る
な
ら

幽
霊
屋
敷
も
あ
る
。

　

タ
リ
ー
タ
ウ
ン
・
ハ
ウ
ス
・

エ
ス
テ
ー
ト
の
母
屋
、「
キ
ン

グ
・
マ
ン
シ
ョ
ン
」（
写
真
６
）

は
リ
ン
ド
ハ
ー
ス
ト
城
の
東
９

号
線
を
超
え
た
高
台
に
石
造
り

の
城
の
よ
う
に
聳
え
、
城
内
１

階
の
バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

の
荘
厳
な
木
造
階
段
を
上
が
っ

て
２
９
３
号
室
の
重
々
し
い
ド

ア
を
そ
っ
と
開
け
る
と
古
め
か

し
い
が
寝
心
地
よ
さ
そ
う
な
ベ

ッ
ド
が
目
に
入
る
。
さ
ら
に
清

潔
な
バ
ス
ル
ー
ム
に
ト
イ
レ
が

あ
り
、
床
ま
で
の
重
い
カ
ー
テ

ン
を
開
け
る
と
す
が
す
が
し
い

ベ
ラ
ン
ダ
と
な
り
椅
子
と
テ
ー

ブ
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
泊

ま
り
た
く
な
る
申
し
分
な
い
部

屋
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
怪
談
は
１
９
５
５

年
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
バ
コ
・

カ
ン
パ
ニ
ー
の
共
同
創
設
者
で

あ
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・ 

ニ

ュ
ー
ト
ン
・ 

デ
ュ
ー
ク
の
娘
、

シ
ビ
ル
・ 

ハ
リ
ス
・ 

キ
ン
グ

夫
人
が
２
９
３
号
室
で
亡
く
な

っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ボ
ル
チ

モ
ア 

＆
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
の
副

社
長
で
あ
っ
た
シ
ビ
ル
夫
人

は
、
現
在
の
キ
ン
グ
・
マ
ン
シ

ョ
ン
の
所
有
者
の
息
子
で
あ
る

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・ 

キ
ン
グ
の

妻
で
も
あ
っ
た
。
今
日
、
彼
女

が
２
９
３
号
室
あ
た
り
の
廊
下

を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
の
が

聞
か
れ
、
時
折
、
白
い
幽
霊
と

し
て
現
れ
た
り
、
音
や
匂
い
、

か
す
か
な
影
と
な
っ
て
泊
り
客

の
前
に
姿
を
現
わ
す
と
言
わ
れ

る
。
し
か
も
部
屋
は
泊
り
客
に

オ
ー
プ
ン
で
、
幽
霊
が
怖
く
な

い
泊
ま
り
客
は
い
つ
で
も
使
用

で
き
る
。
建
物
は 

１
６
５
年

以
上
使
用
さ
れ
て
き
て
、
最
近 

１
５
０
０
万
ド
ル
を
か
け
て
修

復
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
魅
力
と
近
代
感
が
あ

る
。
１
階
の
バ
ー
の
隣
に
は
グ

ル
メ
の
中
華
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
る
が
レ
ス
ト
ラ
ン
は
要
予

約
。

　

ハ
ド
ソ
ン
川
の
ほ
と
り
の
ア

ー
ビ
ン
グ
の
家
に
話
を
戻
す
と

購
入
以
来
、
彼
は
建
物
を
拡
張

改
築
し
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の

煙
突
群
、
オ
ラ
ン
ダ
の
階
段
状

の
破
風
、ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
窓
、

ス
ペ
イ
ン
風
の
塔
を
加
え
た
。

さ
ら
に
木
を
植
え
、
丘
、
池
、

滝
の
あ
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
小

川
を
造
り
、
敷
地
を
よ
り
美
し

く
し
た
。
こ
の
１
８
５
０
年
代

の
家
の
中
に
入
る
と
家
具
は
当

時
そ
の
ま
ま
で
残
さ
れ
、
彼
が

植
え
た
藤
の
ツ
ル
も
毎
年
春
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
と
の
こ

と
。
敷
地
内
の
小
道
か
ら
は
ハ

ド
ソ
ン
川
と
周
囲
の
景
色
の
素

晴
ら
し
い
眺
め
が
楽
し
め
る
。

　

ア
ー
ビ
ン
グ
の
家
の
隣
、
広

大
な
敷
地
に
聳
え
る
リ
ン
ド
ハ

ー
ス
ト
城
は
１
８
３
８
年
に
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ

ン
・
デ
イ
ビ
ス
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
リ
バ
イ
バ
ル
様

式
の
「
城
」
で
、
も
と
も
と
は

田
舎
の
別
荘
と
し
て
建
て
ら
れ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ

リ
ッ
ト
が
相
次
い
で
所
有
し
、

１
８
８
０
年
に
鉄
道
王
の
ジ
ェ

イ
・
ゴ
ー
ル
ド
が
１
８
９
２
年

に
亡
く
な
る
ま
で
そ
こ
に
住
ん

で
い
た
。
１
９
６
１
年
、
ゴ
ー

ル
ド
の
娘
の
ア
ン
ナ
・
ゴ
ー
ル

ド
は
そ
れ
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ラ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ

ッ
ク
・
プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

寄
贈
、
現
在
、
ガ
イ
ド
付
き
で

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

も
ア
ー
ビ
ン
グ
の
家
同
様
、
事

前
に
見
学
券
の
購
入
が
必
要
。

　

ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ー
墓
地

で
は
約
２
時
間
の
徒
歩
、
有
料

ツ
ア
ー
が
あ
る
が
、
個
人
で
歩

く
こ
と
も
許
可
さ
れ
て
い
る
。

墓
地
と
言
っ
て
も
、
木
立
が
多

く
ス
ペ
ー
ス
豊
か
、
小
川
も
流

れ
て
い
て
、
紅
葉
を
楽
し
み
な

が
ら
古
い
お
墓
や
ゴ
シ
ッ
ク
様

式
の
お
墓
な
ど
散
策
を
楽
し
め

る
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
自
動
車
の

創
設
者
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ラ
イ

ス
ラ
ー
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

建
立
の
実
業
家
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
、
大
富
豪
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、

ジ
ョ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
と
そ
の
一
族（
写
真
11
）、「
ス

リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ウ
の
伝
説
」

の
著
者
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ア
ー
ビ
ン
グ
も
墓
地
の
設
立
に

協
力
し
て
い
る
。
１
９
０
０
年

に
亡
く
な
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ

ィ
ラ
ー
ド
、
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ

カ
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
投

資
家
の
墓
地
（
写
真
13
）
も
ユ

ニ
ー
ク
で
美
し
い
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
祭
に
限
ら
ず

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
は
84
軒
の

幽
霊
屋
敷
兼
Ｂ
＆
Ｂ
（
民
宿
）

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
観

光
局
出
版
の
「
幽
霊
の
歴
史

の
小
道
（Haunted History 

Trail

）」
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

ー
リ
ー
や
、
史
実
に
基
づ
い
て

語
り
継
が
れ
た
幽
霊
が
出
没
す

る
「
幽
霊
屋
敷
」
に
宿
泊
で
き

る
。（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井

絹
江
、
写
真
も
）

伝
説
の
幽
霊
屋
敷
を
訪
ね
て

タ
リ
ー
タ
ウ
ン
　
ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ー

1 7
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10
月
初
頭
か
ら
行
わ
れ
た
大

阪
の
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
審
査
員
と
し
て
参
加
す
る

為
、
暫
く
日
本
に
戻
っ
て
お
り

ま
し
た
。
足
掛
け
約
2
週
間
に

渡
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ピ

ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
声
楽
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
も
の
が

本
選
に
進
め
ま
す
が
、
今
年
は

世
界
各
地
で
の
予
選
参
加
者
か

ら
数
え
る
と
、
延
べ
人
数
で
約

３
０
０
０
人
程
だ
っ
た
と
の

事
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
停
滞
し

た
も
の
の
、
再
び
活
気
が
戻
り

レ
ベ
ル
も
少
し
ず
つ
上
が
っ
て

き
た
よ
う
で
し
た
。

　

私
は
今
年
も
、
声
楽
と
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
部
門
の
中
、
高
、
大

学
生
と
一
般
部
門
、
の
計
8
部

門
を
審
査
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
者
が
コ
ツ
コ
ツ
練

習
し
て
き
た
演
奏
を
聴
か
せ
て

頂
く
事
は
、
嬉
し
く
、
尊
い
気

持
ち
に
な
る
と
同
時
に
、
自
身

の
音
楽
哲
学
を
自
問
自
答
す
る

時
間
に
な
り
ま
す
。
今
回
声
楽

部
門
は
6
人
審
査
員
が
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
者

が
取
っ
た
最
高
点
と
最
低
点
は

ル
ー
ル
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
、

残
り
4
人
の
審
査
員
の
点
数
を

足
し
て
4
で
割
っ
た
も
の
が
、

そ
の
演
奏
者
の
ス
コ
ア
と
な

り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
順
位
が
決

ま
り
ま
す
。
誰
も
が
認
め
る
良

い
演
奏
者
は
、
我
々
審
査
員
も

躊
躇
な
く
高
い
点
数
を
つ
け
る

為
、
割
合
す
ん
な
り
上
位
入
賞

が
決
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
少
し

下
の
、
入
賞
す
る
か
し
な
い
か

の
ボ
ー
ダ
ー
あ
た
り
の
演
奏
者

が
、
そ
の
差
0
・
１
、０
・２
点

で
複
数
い
た
場
合
な
ど
に
、
会

議
が
長
引
い
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
各
々
の
審
査
員
が
何

を
一
番
重
視
し
て
い
る
か
と
言

う
根
本
が
当
然
違
い
ま
す
の

で
、
意
見
が
色
々
に
割
れ
て
し

ま
う
事
が
多
い
の
で
す
。
例
え

ば
こ
ち
ら
は
、
少
々
ミ
ス
タ
ッ

チ
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
素
晴

ら
し
い
音
色
を
持
っ
て
い
る
と

か
、
こ
ち
ら
は
非
常
に
音
楽
的

で
難
し
い
場
所
も
よ
く
こ
な
し

て
い
た
け
れ
ど
、
入
賞
者
と
す

る
に
は
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
、、

な
ど
な
ど
。

　

審
査
員
の
先
生
そ
れ
ぞ
れ

が
、
真
剣
に
審
議
し
合
い
ま
す

の
で
、
終
わ
っ
た
後
は
大
抵
ぐ

っ
た
り
と
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
実
は
そ
の
最
終
会
議
の
前

に
、
一
人
ひ
と
り
の
演
奏
を
真

剣
に
聴
き
な
が
ら
、
紙
と
鉛
筆

を
持
っ
て
公
平
に
点
数
を
つ
け

て
い
く
時
こ
そ
が
、
最
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
時
で
あ
り
、
そ

れ
は
音
楽
演
奏
に
点
数
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
自
体
が
非
常
に

難
し
い
と
い
う
事
も
さ
る
事
な

が
ら
、
自
分
の
一
貫
し
た
ク

リ
テ
リ
ア(

審
査
基
準)

が

な
い
と
、
頭
も
精
神
も
ま
と

ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。

　

が
、
そ
の
日
の
演
奏
の
た

め
に
、
ど
れ
だ
け
の
労
力
と

時
間
を
割
い
て
き
た
か
を
考

え
る
と
、
1
人
た
り
と
も
お

ろ
そ
か
に
点
数
を
つ
け
る
事

は
勿
論
で
き
な
い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
良
い
演
奏
と
言

う
の
は
ど
う
い
う
も
の
で
し

ょ
う
か
？
言
語
化
し
て
書
く

の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ

ろ
を
あ
え
て
書
く
な
ら
ば
、

音
色
が
美
し
く
、
音
程
が
良

く
、
技
術(

テ
ク
ニ
ッ
ク)

が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
間

違
い(

ミ
ス
テ
イ
ク)

が
少

な
い
、
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

勿
論
こ
れ
ら
が
良
く
て
も
、

心
が
動
か
さ
れ
る
感
動
的
な

名
演
に
な
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
が
、
少
な
く
と
も
良

い
演
奏
と
は
、
こ
れ
ら
全
て

が
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
次
回
は
よ
り
進
ん
で
、

前
述
の
良
い
演
奏
と
い
う
も

の
に
不
可
欠
な
良
い
音
色
と

は
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
、
を
更
に
掘
り
下
げ
て

書
き
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
！

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

審査員席からのコンペティション
　　　　　　　　　その（１）
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こ
の
本
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
で
活
躍
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
日
本
人
女
性
、
由
水
南

さ
ん
が
書
い
た
本
。
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ　

Ｕ
Ｐ
と
い
う
言
葉
の
印
象

は
、
と
も
す
れ
ば
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
浴
び
て
舞
台
に
颯
爽
と

姿
を
表
す
華
や
か
な
光
景
を
思

い
抱
き
が
ち
だ
が
、
本
書
で
い

う
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ　

Ｕ
Ｐ
は
「
ま
ず

行
動
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
短
い
単

語
だ
が
、
こ
の
言
葉
が
、
ど
れ

ほ
ど
の
重
た
さ
を
持
っ
て
い
る

か
は
、
本
書
を
読
む
と
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

舞
台
俳
優
と
し
て
活
動
し
て

か
ら
20
年
、
週
に
８
回
の
ス
テ

ー
ジ
を
こ
な
し
、
一
人
22
役
、

男
役
も
女
役
も
で
き
る
万
能
俳

優
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
由
水

さ
ん
だ
が
、
出
だ
し
は
決
し
て

順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
。
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と

実
に
88
回
目
に
し
て
や
っ
と
初

仕
事
を
手
に
し
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
の
舞
台
に
立
つ
の
に
さ
ら

に
10
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
小

さ
な
落
胆
と
希
望
の
連
続
の
中

で
常
に
心
が
け
た
こ
と
は
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
記
録
を
日
記
と

し
て
つ
け
た
こ
と
。
場
慣
れ
し

て
体
験
を
積
む
こ
と
が
ま
ず
は

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
目

的
だ
っ
た
の
で
、
す
べ
て
が
勉

強
と
経
験
だ
っ
た
。

　

人
間
と
い
う
も
の
は
、
目
標

に
向
か
っ
て
何
度
も
挑
戦
は
で

き
る
が
、
成
功
体
験
な
し
に
負

け
続
け
る
と
、
自
分
は
だ
め
な

ん
で
は
な
い
か
と
ど
ん
底
に
落

ち
る
気
持
ち
に
な
る
も
の
だ
。

学
校
の
試
験
だ
っ
た
り
、
就
職

活
動
だ
っ
た
り
、
本
人
が
努
力

し
て
そ
の
実
力
に
届
く
か
届
か

な
か
っ
た
か
は
、
あ
と
で
何
ら

か
の
納
得
が
で
き
る
説
明
が
得

ら
れ
る
が
、
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
、
と
り
わ
け
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
も
な

る
と
、
実
力
伯
仲
で
受
か
る
の

も
落
ち
る
の
も
理
由
が
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。
未
知
の
可

能
性
に
向
け
て
挑
戦
す
る
意
思

の
強
さ
は
並
大
抵
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

由
水
さ
ん
の
実
家
は
代
々
加

賀
友
禅
の
伝
統
工
芸
家
で
、
二

代
・
由
水
十
久
の
娘
と
し
て
石

川
県
金
沢
市
で
生
ま
れ
た
。
ア

ー
ト
に
対
す
る
両
親
の
理
解
も

あ
り
、
小
学
生
の
時
に
バ
レ
エ

ス
ク
ー
ル
で
東
京
の
帝
国
劇
場

で
「
回
転
木
馬
」
を
見
た
時
に
、

踊
り
だ
け
で
な
く
歌
っ
て
演
技

も
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う

も
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
テ
レ

ビ
の
衛
星
中
継
で
「
ラ
イ
オ
ン

キ
ン
グ
」
の
ト
ニ
ー
賞
の
発
表

を
見
て
「
こ
ん
な
素
敵
な
世
界

が
あ
る
ん
だ
」と
魅
了
さ
れ
た
。

地
元
高
校
時
代
は
バ
レ
エ
、
演

劇
、
合
唱
、
そ
し
て
英
会
話
を

掛
け
持
ち
で
や
っ
て
高
校
卒
業

後
に
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
立
大
学
を
経
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
演
劇
学
校
、
ア
メ

リ
カ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
＆
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
を
卒
業
後
、
全

米
各
地
の
劇
場
で
「
メ
リ
ー
・

ポ
ピ
ン
ズ
」「
ア
イ
ー
ダ
」「
キ

ャ
ッ
ツ
」
な
ど
、
多
数
の
舞
台

に
出
演
し
た
。

　

日
本
で
は
、劇
団
四
季
で「
ウ

ィ
キ
ッ
ド
」「
美
女
と
野
獣
」「
鹿

鳴
館
」
に
出
演
し
、
日
本
初
演

の
「
春
の
め
ざ
め
」
で
は
、
翻

訳
家
・
演
出
助
手
と
し
て
も
携

わ
る
。
再
渡
米
後
の
２
０
１
５

年
、
渡
辺
謙
主
演
の
「
王
様
と

私
」
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
、そ
の
後
も「
ミ

ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」「
マ
イ
・
フ

ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」
で
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
出
演
を
続
け
る
。
今
月

は
再
び
一
時
帰
国
し
て
「
い
し

か
わ
舞
台
芸
術
祭
」
公
演
に
参

加
し
た
。「
能
登
は
長
期
的
な

支
援
が
必
要
で
、
私
な
り
に
で

も
で
き
る
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
帰
国
し

た
。
今
日
か
ら
始
め
る
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ 

Ｕ
Ｐ
習
慣
は
、
舞
台
の
外

で
も
活
用
で
き
る
。　
（
三
浦
）　

 諦めずに行動する習慣
由水 南・著

 イマジカインフォス・刊

■強くて優しい（白石一文、祥伝社文庫）「小柳のためな
らいつでも死んでやる」 14歳の夏、優司の放った言葉を美
帆が忘れることはなかった。 20年後、結婚を控えた美帆
は優司と偶然再会する。婚約者の裏切りに苦しむ美帆は優
司のそばで安らぎを覚え、ある願いを抱く。時を経て再会
した2人の普遍の愛の物語。『心に龍をちりばめて』改題
作品。■ぼくは化け物　きみは怪物（白井智之、光文社）
クラスメイト襲撃事件を捜査する小学校の名探偵。滅亡に
瀕した人類に命運を託された怪物。郭町の連続毒殺事件に
巻き込まれた遊女。異星生物のバラバラ死体を掘り起こし
た3人組。見世物小屋の怪事件を予言した天使の子。心を
掻き乱す5つの本格ミステリ。■からだに従う（谷川俊太
郎、集英社文庫）恋、愛、結婚、欲望、少年青年期、詩作
の始まり、出会った人々など。存在の本質や愛の真髄に瑞々
しい感性とユーモアで迫るエッセイ45編。「二十億光年の
孤独」の鮮烈なデビューから70年余り、現役の世界的詩
人の全作品から厳選した随筆集。■決断　パナソニックと
ソニー、勝負の分かれ目（藤本秀文、日経B P）昭和の日
本経済を牽引した松下電機産業（現パナソニックHD）と
ソニー。世界で圧倒的な強さを見せていた両社は「失われ
た30年」で輝きを失う。勝負を分けた「決断」の裏側を
日経の取材記者が追ったノンフィクション。■「教える」
ということ―日本を救う、“尖った人 ”を増やすには（出口治明、角川新書）
いま必要な「社会を生き抜くための武器」とは何か。我々は何を、どのよう
に後輩たちに継承するべきか。「教える」ということの本質と課題を多角的
に考察する。会社員、ベンチャー企業の創業者、立命館アジア太平洋大学学
長という立場から考え続け、実践してきた著者の結論を示した本。各界専門
家との特別対談も収録。■母親からの小包はなぜこんなにダサいのか（原田
ひ香、中公文庫）野菜、お米、緩衝材代わりの肌着や靴下、ご当地お菓子な
ど。時代は変わっても実家から送られてくる小包の中身は変わらない。業者
から買った野菜を「実家から」と偽る女性、父が毎年受け取っていた小包の謎、
母から届いた最後の荷物。家族から届くさまざまな想いを描く。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

時
を
経
た
再
会
の
普
遍
の
愛
の
物
語
。
心
を
掻
き
乱
す
５
つ
の
本
格
ミ
ス
テ
リ
。
谷
川

俊
太
郎
の
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
集
。
勝
負
を
分
け
た
「
決
断
」
の
裏
側
。「
教
え
る
」
と
い

う
こ
と
の
本
質
と
課
題
。
家
族
か
ら
届
く
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
描
く
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

空
を
飛
ぶ
夢
は
、
3
世
代
以

上
の
少
年
た
ち
に
と
っ
て
洋
の

東
西
を
問
わ
ず
、
通
過
儀
礼
で

あ
り
、
模
型
飛
行
機
は
現
代
文

明
に
お
い
て
最
も
健
全
で
魅
力

的
な
趣
味
の
1
つ
で
あ
り
続
け

て
い
る
。

　

本
書
は
、
米
国
で
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
Ｕ

コ
ン
模
型
飛
行
機
の
歴
史
や
ラ

ジ
コ
ン
模
型
飛
行
機
に
関
連

す
る
数
百
も
の
素
晴
ら
し
い

ア
イ
テ
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。

６
０
０
枚
以
上
の
カ
ラ
ー
写
真

で
、
エ
ン
ジ
ン
、
キ
ッ
ト
、
ラ

ジ
コ
ン
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
プ

ロ
ペ
ラ
、
書
籍
、
雑
誌
、
そ
の

他
の
重
要
な
航
空
模
型
の
記
念

品
を
解
説
。
エ
ン
ジ
ン
模
型
飛

行
機
の
歴
史
は
、
事
実
と
背
景

情
報
を
満
載
し
た
魅
力
的
な
文

章
で
記
さ
れ
て
い
て
、
Ｅ
Ｎ
Ｙ

Ａ
や
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
、
Ｏ
Ｓ
と
い
っ

た
日
本
製
エ
ン
ジ
ン
も
多
く
登

場
す
る
。キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

サ
イ
ズ
、
年
代
、
現
在
の
市
場

価
値
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

模
型
愛
好
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
だ
け
で
共
有
さ
れ
て
き
た
航

空
模
型
の
記
念
品
に
つ
い
て
、

明
確
で
簡
潔
、
か
つ
使
い
や
す

い
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
い
る
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
表
紙
絵
も
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
。２
０
０
４
年
刊
。

(

価
格
16
ド
ル
71
セ
ン
ト
か
ら
）

模
型
飛
行
機
少
年
の
夢
が
満
載
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